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は じ め に 
 

 

 

 伊奈町の水道事業は、昭和４７年に認可され、昭和５０年に町内の一部に給水を
開始して以来、人口の増加とまちの発展に伴う水需要の増加に対応するため、3 次
にわたる拡張事業を行い、安全・安心な水を供給してまいりました。       

昨今の水道事業を取り巻く環境は大きな転換期を迎えております。給水人口は、
⻑期的にみると減少傾向となることから、水需要の減少に伴い料金収入が減少す
ることが予想されております。また、老朽化した水道施設の更新や地震などの大規
模な災害への対策も強化していかなくてはなりません。 

このような状況の中、「日本一住んでみたいまち」を目指して、厳しい事業環境
に対応するために、この度「伊奈町水道事業ビジョン」 と「伊奈町水道事業経営
戦略」を統合し、新たに「伊奈町水道事業ビジョン及び経営戦略」として改定いた
しました。今後は、本計画に基づき計画的な水道施設の更新や耐震化を推進し、よ
り一層の経営の効率化を行いながら、適正に財源を確保し、水道事業として健全な
経営を維持してまいります。10 年後、さらにその先の未来を見据えた持続可能な
水道事業の運営を目指し、引き続き努力してまいりますので、今後とも皆様の一層
のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

 
令和 6 年３月 
 

伊奈町長 大島 清  
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１．水道事業ビジョンの目的 

水道事業ビジョンの策定は、水道事業を 50 年先 100 年先の未来へ繋

げるため、現状と課題を分析し、あるべき将来像に向けた実施方策を明ら

かにすることを目的としています。 

町では平成 30 年度に『伊奈町水道事業ビジョン[平成 31 年 3 月](以

下、平成 30 年度ビジョン)』を策定し、5 年後の令和 5 年度に計画の検

証を行うこととしました。 

水道事業においては、当初計画と差異が生じたことから、現状に基づい

た計画の見直しが必要であると判断し、『伊奈町水道事業ビジョン[令和６

年３月](以下、令和５年度ビジョン)』へ改定することとしました。 

２．計画の背景 

水道事業は、昭和 47 年の創設以来３期にわたる拡張事業を重ね、生活

環境の向上や産業の発展を支えてきました。 

昭和 58 年に東北・上越新幹線の開業にあわせ、その高架を利用した埼

玉新都市交通伊奈線(ニューシャトル)が開通し、町内に５つの駅が誕生し

ました。交通の利便性向上や都市基盤整備の進展に伴い人口が急増しまし

たが、近年は緩やかに増加しています。 

平成 20 年度に現在の水道事業ビジョンの基礎となる、『伊奈町水道ビ

ジョン[平成 21 年 3 月](以下、平成 20 年度ビジョン)』を策定しました。 

厚生労働省では、少子高齢化による人口減少社会の到来や、東日本大震

災で直面した新たな危機など、大きな社会情勢の変化を踏まえ策定した平

成 25 年 3 月の『新水道ビジョン』に基づき、これらの課題に対し方策を

掲げ、その実現に向け取り組んでいます。  
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３．計画期間 

令和 5 年度ビジョンは、令和 6 年度から令和 15 年度を対象とした 10

年間を計画期間とし、平成３０年度ビジョンの見直しを行います。 

計画期間中は日本水道協会の定めた業務指標(PI)による毎年度の評価を

行い、水需要の動向や社会情勢の変動を注視のうえ、５年後の令和 10 年

度に再度検証し、必要に応じて計画の修正を行います。 

 

図 1-1.水道事業ビジョンの計画期間 

４．水道事業ビジョンの位置付け 

令和 5 年度ビジョンは、「伊奈町総合振興計画」「伊奈町都市計画マスタ

ープラン」、「伊奈町まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「埼玉県水道整備

基本構想」、「埼玉県営水道長期ビジョン」、厚生労働省の「新水道ビジョ

ン」の内容を基に、水道事業の将来像を実現するための施策を示します。 

 

平成20年度

ビジョン策定

平成30年度

評価

平成30年度

ビジョン策定

令和5年度

第一回見直し

令和10年度

第二回見直し

令和15年度

評価

令和15年度

ビジョン策定

業務指標(PI)による毎年度の評価

理想 像の実 現へ 

伊 奈 町  

「 伊 奈 町 総 合 振 興 計 画 」  
（ 令 和 2 年 3 月 ）  

「 伊 奈 町 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 」  
（ 平 成 28 年 3 月 ）  

「 第 ２ 期 伊 奈 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」  
（ 令 和 4 年 3 月 一 部 改 訂 ）  

埼 玉 県  

「 埼 玉 県 水 道 整 備 基 本 構 想 」  
（ 令 和 5 年 3 月 改 定 ）  

「 埼 玉 県 営 水 道 ⻑ 期 ビ ジ ョ ン 」  
（ 令 和 4 年 9 月 ）  

 

「 伊 奈 町  

水 道 事 業 ビ ジ ョ ン 」
（ 平 成 31 年 3 月 ）  

「 伊 奈 町  
水 道 事 業 基 本 計 画 」  

（ 平 成 31 年 3 月 ）  

整 合  

見 直 し  

整 合  

次 期 計 画  

「 伊 奈 町  
水 道 事 業 経 営 戦 略 」  

（ 平 成 31 年 3 月 ）  

見 直 し  

伊 奈 町 水 道 事 業 ビ ジ ョ ン 及 び 経 営 戦 略  
（ 令 和 6 年 3 月 改 定 ）  

反 映  
反 映  

目 標  

厚 生 労 働 省  
 

「 新 水 道 ビ ジ ョ ン 」  
（ 平 成 25 年 3 月 ）  

 

図 1-2.水道事業ビジョンの位置付け  



 

 

第１章 水道事業ビジョンの改定にあたって 

4 

 

 

伊奈町 

～伊奈町総合振興計画～ 
～伊奈町都市計画 

マスタープラン～ 

～伊奈町まち・ひと・しごと 

創生総合戦略～ 

～新水道ビジョン～ 

※ 厚 生 労 働 省 HP よ り 引 用  

厚生労働省 

～埼玉県水道整備基本構想～  

埼玉県 

～埼玉県営水道長期ビジョン～ 

※ 埼 玉 県 HP よ り 引 用  
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１．伊奈町の地勢 

伊奈町は埼玉県東部に位置し、東京都心まで約 40km の距離にありま

す。町の周辺を取り囲むように、北東側を綾瀬川、南西側を原市沼川の一

級河川が流れ、東西 2.5km 南北 7.5km で面積 14.79km2 のほぼ平坦な

地形をしています。隣接の市町村は、西部は上尾市、北部は桶川市、東部

は蓮田市です。 

交通面は、町の中央を南北に縦断する上越新幹線、南東部に東北新幹線

が通り、上越新幹線に併走する形で埼玉新都市交通伊奈線(ニューシャト

ル)が走っており、住民の足となっています。 

 

 

 

図 2-1.伊奈町の位置 
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２．水道事業の沿革 

水道事業は昭和 47 年に計画給水人口 20,000 人、計画一日最大給水

量 7,000m3 の創設事業認可を受け創設しました。その後、社会情勢の変

化に伴う水需要の増加などに対応するため、３期にわたる拡張事業を実施

してきました。 

現在は計画給水人口 50,000 人、計画一日最大給水量 18,000m3 の拡

張事業認可を受け、事業運営を行っています。 

 

表 2-1.水道事業の沿革 

名 称  
認 可  

(届 出 ) 
年 月  

目 標  
年 度  

計 画  

変 更 内 容  給 水 人 口  
(人 ) 

一 人 一 日  
最 大 給 水 量  
(L/人 /日 ) 

一 日 最 大  
給 水 量  
(m3/日 ) 

創 設  昭 和 47 年 3 月  昭 和 52 年  20,000 350 7,000 
 

第 １ 次 拡 張  昭 和 54 年 3 月  昭 和 60 年  30,000 400 12,000 
給 水 人 口 、 一 日 最 大
給 水 量 、水 源 増 設 、県
水 受 水  

第 ２ 次 拡 張  平 成 7 年 3 月  平 成 12 年  40,000 450 18,000 給 水 人 口 、 一 日 最 大
給 水 量  

第 ３ 次 拡 張  平 成 21 年 3 月  平 成 27 年  50,000 360 18,000 給 水 区 域 、 給 水 人 口  
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３．水道施設の概要 

（１）  水道施設の位置 

町内には浄水場・配水場が各 1 箇所、原水となる地下水を取水する

水源井(深井戸)が 7 箇所あります。 

北部・南部には、自動水質監視装置及び耐震性貯水槽をそれぞれ設

置しています。 

 

 

図 2-2.水道施設の位置図  
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（２）  水道施設の詳細 

①  浄水場 

浄水場には浄水処理施設と、水を貯留する配水池があります。深

井戸から汲み上げた水を浄水場に集め、消毒・ろ過といった処理を

行うことで、浄水になります。浄水は配水池で貯留し、配水ポンプ

により町内全域へ配水しています。浄水場及び配水場の運転管理は、

24 時間体制で行っています。 

場内には応急給水栓や給水車の配備もあり、災害時には飲料水の

供給拠点となります。  

管 理 棟 全 景  急 速 ろ 過 機  

RC 配 水 池  運 転 操 作 室  
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②  配水場 

配水場には浄水場よりも大きな配水池があり、県水を受水してい

ます。県水は埼玉県企業局が運営する浄水場で浄水処理された水で、

利根川の表流水を原水としています。貯留した水は配水ポンプで町

内全域に配水しています。 

場内には上下水道庁舎があり、水道事業に関する窓口業務などを

行っています。  

上 下 水 道 庁 舎  PC 配 水 池  

配 水 ポ ン プ  緊 急 遮 断 弁  
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図 2-3.施設系統図  
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（３）  管路 

町内では約 213km(令和 4 年度末)の管路を布設しており、各家

庭へと水を届けています。 

管路には重要度の高い「重要配水管路」、浄水場や配水場といった

施設を繋ぐ「基幹管路」などがあり、老朽化対策や漏水事故が起こ

らないよう、整備を進めています。 

 

 

図 2-4.管網図  

凡 例  

重 要 配 水 管 路  
基 幹 管 路  
配 水 管 路 (口 径 200 ㎜ 以 上 ) 

配 水 管 路 (口 径 150 ㎜ 以 下 ) 

 



 

 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

第３章 水道事業の現状と課題 

14 

 

１．平成 30 年度ビジョンの中間評価 

平成 30 年度ビジョンで掲げた基本目標及び方策と令和 5 年度末にお

ける取組状況を整理します。下記の取組状況を踏まえ、令和 5 年度ビジョ

ンで掲げる施策・実現方策に反映しました。 

表 3-1.実施方策と取組状況 

理 想 像  施 策  実 現 方 策  取 組  
状 況  

安 全  水 質 管 理 の 向 上  

自 己 水 源 の 保 全  〇 実 施 中  

水 安 全 計 画 の 適 切 な 運 用  〇 実 施 中  

埼 玉 県 企 業 局 と の 連 携 強 化  〇 実 施 中  

貯 水 槽 水 道 管 理 者 へ の 指 導 強 化  〇 実 施 中  

強 靭  

供 給 の 安 定 性 向 上  定 期 的 な 保 守 点 検 の 実 施  〇 実 施 中  

水 道 施 設 の 整 備  
施 設 ・ 設 備 ・ 管 路 の 計 画 的 更 新  〇 実 施 中  

基 幹 管 路 ・ 重 要 給 水 施 設 配 水 管 路 の 耐 震 化  〇 実 施 中  

施 設 情 報 の 視 覚 化  水 道 施 設 設 備 台 帳 の 整 備  ◎ 完 了  

応 急 給 水 ・ 復 旧 体 制 の 整 備  
応 急 給 水 資 機 材 の 充 実  〇 実 施 中  

関 係 機 関 や 地 域 住 ⺠ と の 連 携 強 化  〇 実 施 中  

持 続  

経 営 基 盤 の 強 化  

水 需 要 の 動 向 を 踏 ま え た 事 業 運 営  〇 実 施 中  

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 の 活 用  〇 実 施 中  

経 営 戦 略 の 推 進  〇 実 施 中  

広 域 化 へ の 積 極 的 参 画  △ 検 討 中  

効 率 的 な 組 織 体 制 の 確 立  
人 材 育 成 ・ 技 術 継 承 の 推 進  〇 実 施 中  

⺠ 間 委 託 な ど 業 務 効 率 化 の 検 討  〇 実 施 中  

水 道 サ ー ビ ス の 向 上  
指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 へ の 継 続 的 な 指 導  〇 実 施 中  

水 道 事 業 の 透 明 化 と 様 々 な ツ ー ル で の 情 報 発 信  〇 実 施 中  

環 境 保 全 の 促 進  更 な る 省 エ ネ ル ギ ー 対 策 の 検 討  △ 検 討 中  

表 3-2.施策目標と達成度合い 

理 想 像  業 務 指 標  単 位  実 績  
(平 成 29) 

実 績  
(令 和 5) 

目 標  
(令 和 15) 

達 成  
状 況  

安 全  配 水 管 洗 管 率 (※ 1) % 7.73 8.73 10.00 〇 実 施 中  

強 靭  重 要 配 水 管 路 の 耐 震 管 率  % 0.0 34.1 100.0 〇 実 施 中  

持 続  経 常 収 支 比 率  % 110.0 103.7 
(予 定 ) 常時 100 以上 ほ ぼ 達 成  

(※ 2) 
※ 1 配 水 管 洗 管 率 ＝ 配 水 管 の 洗 管 延 ⻑ ÷配 水 管 路 総 延 ⻑  
※ 2 令 和 2 年 度 は 料 金 免 除 実 施 の た め 未 達 成  
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図 3-1.配水管洗管率  

 
図 3-2.重要配水管路の耐震管率  

 
図 3-3.経常収支比率   
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２．水需要の動向 

◆  現状 

給水人口は緩やかに増加し、令和 4 年度で 45,036 人となってい

ます。 

給水戸数は増加傾向となっており、その要因として単身世帯の増加

などが考えられます。 

給水人口は増加しているものの、給水量はほぼ横ばいで推移してお

り、令和 4 年度の一日平均給水量は 13,412m3/日となっています。

一人あたり給水量は埼玉県平均と比べても低く、節水意識が根付いて

いるためと考えられます。 

最大稼働率は 85%前後、施設利用率は 75%前後で推移しており、

需要に合わせた効率的な施設運用が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4.給水人口及び給水量の推移 
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図 3-5.施設利用率等の推移 

表 3-3.給水量に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B104 施 設 利 用 率  ％   74.5 63.7 78.0 

B105 最 大 稼 働 率  ％   86.6 76.6 87.1 

B106 負 荷 率  ％   86.1 83.7 89.5 

B114 給 水 人 口  
一 人 当 た り 配 水 量  L/日 ･人   298  369 349 

B116 給 水 普 及 率  ％   99.8 96.7 99.7 

： 数 値 が 高 い ほ ど 良 好     ： 高 い ほ ど 良 好 だ が 上 限 有 り  
： 数 値 が 低 い ほ ど 良 好     ： 低 い ほ ど 良 好 だ が 下 限 有 り  
： 単 独 で は 判 断 で き な い 指 標  

◆  課題 

人口が増加しているにも関わらず水需要は大きな変動がないため、

今後人口が減少に転じた場合には、水需要も緩やかに減少すると考え

られます。今後は水需要を注視した事業運営を行う必要があります。 
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◆  施策：水需要の動向を踏まえた事業運営 
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３．水源水量の状況 

◆  現状 

水道供給は、自己水と県水により運用しています。 

自己水は町内 7 箇所の深井戸から汲み上げた水を水源としており、

安定した取水量を確保できていることから、渇水などの非常時でも取

水できる非常用水源としても期待ができます。 

県水は埼玉県企業局が運営する埼玉県営水道(水道用水供給事業)の

浄水を受水しています。 

 

図 3-6.自己水量と県水量 

表 3-4.水源水量に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B101 自 己 保 有 水 源 率  ％   28.3 69.0 35.3 
※ 自 己 保 有 水 源 率 は 井 ⼾ の 公 称 能 ⼒ と 契 約 受 水 量 の 割 合 を ⽰ し て お り 、 実 使 用 量 と 異 な り ま す 。  

◆  課題 

自己保有水源率が低いことから、非常時でも利用できる自己水の水

量の確保が重要となります。取水量の監視や必要に応じた更新工事な

ど、水源施設の適切な維持管理が求められます。 
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◆  施策：自己水源の保全 
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４．水質管理の状況 
①  自己水 

◆  現状 

水質管理は令和 5 年度ビジョンとは別に策定した『伊奈町水安全計

画』に基づき、原水及び浄水(県水を含む)に対して検査を実施してい

ます。 

原水は 43 項目の検査を年に 1 回実施しています。地下水であるた

め水質は概ね良好ですが、臭気や色を帯びており、鉄・マンガンとい

った鉱物の濃度が高い傾向にあります。しかし、これらの有害物質は

浄水処理により除去されます。 

浄水は７項目を自動水質監視装置により常時監視しており、51 項

目の検査を浄水場・配水場・町内 4 箇所の給水栓より、年に 2 回実施

しています。 

水質基準項目以外にも、放射性物質・ダイオキシン・農薬の混入に

対する検査や、配水池・配水管の洗浄作業を行っており、更なる水質

の向上に努めています。 

表 3-5.水質検査項目 

水 質 基 準 項 目  

一 般 細 菌  大 腸 菌  カドミウム及びその化合物 水 銀 及 び そ の 化 合 物  
セ レ ン 及 び そ の 化 合 物  鉛 及 び そ の 化 合 物  ヒ 素 及 び そ の 化 合 物  六 価 ク ロ ム 化 合 物  

亜 硝 酸 態 窒 素  シアン化物イオン及び塩化シアン 硝 酸 態 ・ 亜 硝 酸 態 窒 素  フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物  
ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物  四 塩 化 炭 素  1 ,4-ジ オ キ サ ン  シス及びトランス-1,2 ジクロロエチレン 

ジ ク ロ ロ メ タ ン  テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン  ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン  ベ ン ゼ ン  
塩 素 酸  ク ロ ロ 酢 酸  ク ロ ロ ホ ル ム  ジ ク ロ ロ 酢 酸  

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン  臭 素 酸  総 ト リ ハ ロ メ タ ン  ト リ ク ロ ロ 酢 酸  
ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン  ブ ロ モ ホ ル ム  ホ ル ム ア ル デ ヒ ド  亜 鉛 及 び そ の 化 合 物  
アルミニウム及びその化合物 鉄 及 び そ の 化 合 物  銅 及 び そ の 化 合 物  ナトリウム及びその化合物 
マンガン及びその化合物 塩 化 物 イ オ ン  Ca,Mg 等 (硬 度 ) 蒸 発 残 留 物  
陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤  ジ ェ オ ス ミ ン  2-メチルイソボルネオール 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤  

フ ェ ノ ー ル 類  有 機 物  pH 値  味  
臭 気  色 度  濁 度   

原 水 -追 加 監 視 項 目  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素  ト リ ハ ロ メ タ ン 生 成 能  塩 素 要 求 量  嫌 気 性 芽 胞 菌  
浄 水 -追 加 監 視 項 目  

アンチモン及びその化合物 遊 離 炭 酸  1,1,1-ト リ ク ロ ロ エ タ ン  メチル-t-ブチルエーテル(MTBE) 
有 機 物 等 (KMnO4) ウ ラ ン 及 び そ の 化 合 物  ニ ッ ケ ル 及 び そ の 化 合 物 1,2-ジ ク ロ ロ エ タ ン  

ト ル エ ン  フタル酸ジ(2-エチルヘキシル)  ジ ク ロ ロ ア セ ト ニ ト リ ル 抱 水 ク ロ ラ ー ル  
残 留 塩 素  臭 気 強 度 (TON) 腐 食 性 (ラ ン ゲ リ ア 指 数 ) 従 属 栄 養 細 菌  

1,1-ジ ク ロ ロ エ チ レ ン  有機フッソ化合物(PFOS,PFOA) 1,3-ジクロロプロペン(D-D) ダ イ ア ジ ノ ン  
フ ェ ニ ト ロ チ オ ン (MEP) フ ェ ン チ オ ン (MPP) ダ イ オ キ シ ン 類  放 射 性 セ シ ウ ム  Cs-134 
放 射 性 セ シ ウ ム  Cs-137 電 気 伝 導 率  水 温   
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表 3-6.水質に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

A101 平 均 残 留 塩 素 濃 度  mg/L  0.60 0.35 0.52 

A102 最 大 カ ビ 臭 物 質  
濃 度 水 質 基 準 比 率  ％   10.0 13.8 21.3 

A103 総 ト リ ハ ロ メ タ ン 濃 度  
水 質 基 準 比 率  ％   34.2 16.0 27.4 

A104 有 機 物 (TOC)濃 度  
水 質 基 準 比 率  ％   30.5 17.3 26.7 

A105 重 金 属 濃 度  
水 質 基 準 比 率  ％   

検 出  
下 限  6.3 2.3 

A106 無 機 物 質 濃 度  
水 質 基 準 比 率  ％   15.6 19.8 28.8 

A107 有 機 化 学 物 質 濃 度  
水 質 基 準 比 率  ％   

検 出  
下 限  1.5 0.5 

A108 消 毒 副 生 成 物 濃 度  
水 質 基 準 比 率  ％   34.2 13.6 21.5 

A109 農 薬 濃 度 水 質 管 理 目 標 比    
検 出  
下 限  - - 

A201 原 水 水 質 監 視 度  項 目   43  - - 

A203 配 水 池 洗 浄 実 施 率  ％   50.0 - - 

A301 水 源 の 水 質 事 故 件 数  件   0 0 0 

A401 鉛 製 給 水 管 率  ％   0.0  2.0 0.6 

独 自  配 水 管 洗 管 率  ％   8.3 - - 

◆  課題 

浄水の水質は水道法で定める基準値以下であるものの、トリハロメ

タンなどの消毒副生成物質の濃度が高い傾向にあります。こうした消

毒副生成物質の発生は浄水の滞留により起こるため、定期的に配水管

の滞留水を排出する作業を行うとともに、配水管路の再整備を検討す

る必要があります。 

 

 

◆  施策：水安全計画の適切な運用 

◆  施策：配水管洗管率の向上 
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②  県水 

◆  現状 

原 水 と な る 利 根 川 の 表 流 水 の 水 質 は 下 水 道 の 整 備 や 工 場 排 水 の 規

制強化などにより改善されていますが、かび臭物質、トリハロメタン

前駆物質などは未だに多く検出されています。県水における水質管理

は、『埼玉県営水道 水安全計画』に基づいて行われています。 

◆  課題 

これまで平成 24 年度に利根川水系で発生したホルムアルデヒドを

多く検出する水質事故や、平成 29 年度に荒川水系で発生した渇水に

よる取水制限などを経験しました。県水を多く利用しているため、水

質に異常があった場合の対策など、県とより綿密な連携を図っていく

必要があります。 

 

③  貯水槽水道 

◆  現状 

ビルやマンション、工場などに設

置されてれる貯水槽は、水道法によ

り所有者に衛生管理などの実施が義

務づけられています。貯水槽水道の

所有者に対し、年に１回以上の清掃

と厚生労働大臣登録検査機関による

受検を呼びかけています。 

◆  課題 

貯 水 槽 内 の 水 は 遊 離 残 留 塩 素 の 低 減 に 伴 う 微 生 物 や 藻 類 に よ る 汚

染や、水の滞留に伴うトリハロメタンの上昇が懸念されます。衛生管

理違反は使用者の健康に影響を及ぼすため、貯水槽管理者に対し今後

も積極的な注意喚起を行っていく必要があります。 

 

◆  施策：埼玉県企業局との連携 

◆  施策：貯水槽管理者への適正管理の要請 

図 3-7.貯 水 槽 水 道  
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５.水道施設の状況 
①  取水・浄水・配水施設 

◆  現状 

構造物は計画的な耐震診断と耐震化工事を行い、現在ではすべての

耐震化が完了しています。殆どが法定耐用年数を超過していないうえ、

目視での劣化はなく健全な状態となっています。一方で設備は法定耐

用年数超過率が 46%となっており、老朽化が進んでいます。 

令和 4 年度には水道施設台帳を整備し、すべての施設や設備に対し

て、適切な管理と保守点検を行っています。 

表 3-7.各施設の状況 

取 水 施 設  浄 水 施 設  配 水 施 設  

名 称  竣 工 (更 新 ) 
年 度  名 称  竣 工 (更 新 ) 

年 度  名 称  竣 工 (更 新 ) 
年 度  

取 水 １ 号 井  昭 和 46 着 水 井  昭 和 49 No.1PC 配 水 池  昭 和 54 

取 水 ２ 号 井  昭 和 46 接 触 池  昭 和 49 No.2PC 配 水 池  平 成 9 

取 水 ３ 号 井  昭 和 46 RC 配 水 池  昭 和 49 管 理 棟  昭 和 55 

取 水 ４ 号 井  昭 和 46 管 理 棟  昭 和 49 １ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 27) 

取 水 ５ 号 井  昭 和 53 No.1 急 速 ろ 過 機  昭 和 49 ２ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 28) 

取 水 ６ 号 井  昭 和 53 No.2 急 速 ろ 過 機  昭 和 49 ３ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 26) 

取 水 ７ 号 井  昭 和 53 No.3 急 速 ろ 過 機  昭 和 57 ４ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 26) 

取 水 １ 号 井 ポ ン プ  (平 成 30) １ 号 ろ 過 ポ ン プ  (令 和 2) １ 号 緊 急 遮 断 弁  (令 和 元 ) 

取 水 ２ 号 井 ポ ン プ  (平 成 29) ２ 号 ろ 過 ポ ン プ  (令 和 元 ) ２ 号 緊 急 遮 断 弁  (平 成 9) 

取 水 ３ 号 井 ポ ン プ  (平 成 25) ３ 号 ろ 過 ポ ン プ  (平 成 30) 自 家 発 電 設 備  (平 成 17) 

取 水 ４ 号 井 ポ ン プ  (平 成 25) １ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 22)   

取 水 ５ 号 井 ポ ン プ  (平 成 20) ２ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 22)   

取 水 ６ 号 井 ポ ン プ  (平 成 28) ３ 号 配 水 ポ ン プ  (平 成 22)   

取 水 ７ 号 井 ポ ン プ  (平 成 28) 自 家 発 電 設 備  (平 成 11)   

※ 施 設 と は 、 建 築 ・ 土 木 な ど の 構 造 物 や 機 械 ・ 電 気 ・ 計 装 な ど の 設 備 、 用 地 の 総 称 を い い ま す 。  

取 水 井 外 観 (第 ４ 号 ) ピ ッ ト レ ス 構 造 の 井 ⼾  
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表 3-8.水道施設に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B113 配 水 池 貯 留 能 ⼒  日   0.95 1.05 1.03 

B117 設 備 点 検 実 施 率  ％   25.0 - - 

B201 浄 水 場 事 故 割 合  件 /10 年  
・ 箇 所   

0.00 - - 

B202 事 故 時 断 水 人 口 率  ％   0.0 48.9 55.1 

B501 法 定 耐 用 年 数 超 過  
浄 水 施 設 率  ％   0.0 1.5 3.6 

B502 法 定 耐 用 年 数 超 過 設 備 率  ％   46.2 17.7 17.9 

B602 浄 水 施 設 の 耐 震 化 率  ％   100.0 32.9 32.0 

B602-2 浄 水 施 設 の 主 要 構 造 物  
耐 震 化 率  ％   100.0 32.9 32.0 

B603 ポ ン プ 所 の 耐 震 化 率  ％   100.0 29.4 53.0 

B604 配 水 池 の 耐 震 化 率  ％   100.0 46.9 65.0 

◆  課題 

設備は約半数が法定耐用年数を超過しており、老朽化が問題となっ

ています。法定耐用年数超過設備率は老朽度の指標であり、ただちに

運用に支障をきたすものではありませんが、計画的な更新が求められ

ます。 

構造物は日々の点検やメンテナンス、修繕工事による長寿命化を図

りつつ、耐用年数を超過した取水施設の更新時期を見極める必要があ

ります。また、取水 7 号井は洪水時に浸水し、電気設備などが使用不

能となる可能性があるため、その対策が必要です。 

 

 

◆  施策：定期的な保守点検の実施 

◆  施策：施設及び設備の計画的更新 

◆  施策：水道施設台帳の適切な整理と活用 



 

 

第３章 水道事業の現状と課題 

24 

②  管路 

◆  現状 

町内には約 213km の導水管、送水管配水管が布設されています。

これまで計画的に老朽管の更新・耐震化を行っており、令和 4 年度の

管路更新率は 1.35%と、埼玉県内平均値と比較して高水準を維持し

ています。 

強靭なダクタイル鋳鉄管が全管路の 85%を占めるため、漏水被害

は殆どありません。耐震管率は 42％と埼玉県内平均値を大きく上回

っている状況です。基幹管路や重要給水施設配水管路といった重要度

の高い管路の耐震化に関しては、今後整備を行っていく予定です。ま

た、重要配水管路は施工に一定以上の技術を要するため、水道施設工

事業の登録を有する業者にて施工を行っています。 

 
 

※ 耐 震 適 合 管 と は 、 地 盤 条 件 に よ っ て は 、 耐 震 性 が あ る と 評 価 で き る 管 を 言 い ま す 。  

図 3-8.管路の構成割合 

  

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管  施 工 風 景  
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表 3-9.管路に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B107 配 水 移 管 延 ⻑ 密 度  km/km2  13.9  8.0 11.0 

B110 漏 水 率  ％   2.1 7.2 6.3 

B111 有 効 率  ％   97.9 87.7 92.6 

B112 有 収 率 (※ ) ％   86.8  85.3 90.0 

B204 管 路 の 事 故 割 合  件 / 
100km  0.0 2.7 2.1 

B205 基 幹 管 路 の 事 故 割 合  件 / 
100km  0.0  6.9 4.5 

B206 鉄 製 管 路 の 事 故 割 合  件 / 
100km  0.0 - - 

B207 非 鉄 製 管 路 の 事 故 割 合  件 / 
100km  0.0  - - 

B209 給 水 人 口 一 人 当 た り 平 均
断 水 ・ 濁 水 時 間  時 間   0.00 0.97 0.24 

B401 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 ・  
鋼 管 率  ％   85.0 43.0 63.2 

B503 法 定 耐 用 年 数 超 過 管 路 率  ％   21.1 17.7 17.9 

B504 管 路 の 更 新 率  ％   1.35 0.56 0.60 

B605 管 路 の 耐 震 管 率  ％   42.5 7.0 17.6 

B606 基 幹 管 路 の 耐 震 管 率  ％   0.0 19.0 29.6 

B606-2 基 幹 管 路 の 耐 震 適 合 率  ％   0.3 19.0 29.6 

B607 重 要 給 水 施 設 配 水 管 路 の
耐 震 管 率  ％   0.0 - - 

B607-2 重 要 給 水 施 設 配 水 管 路 の
耐 震 適 合 率  ％   0.0 - - 

独 自  重 要 配 水 管 路 の 耐 震 化 率  ％   0.7 - - 

※ 料 金 免 除 の 影 響 に よ り 、 有 収 率 は 例 年 よ り 低 い 水 準 と な っ て い ま す 。  
料 金 免 除 が な か っ た 場 合 の 有 収 率 は 93.5%で す 。  

◆  課題 

管路の事故割合や漏水率は低いものの、基幹管路や重要給水施設配

水管路の耐震化が進んでいないため、大規模災害時に機能不全を起こ

す可能性があります。 

法定耐用年数超過管路も比較的高い水準にあるため、管路更新を計

画的に行う必要があります。 

 

 

◆  施策：重要度の高い管路の耐震化 

◆  施策：管路更新率の維持 
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③  給水装置 

◆  現状 

給水装置は町所有の水道メーターを除き、お客様の所有物となりま

す。給水装置の新設や改造、修繕が必要な場合は、町が認定する指定

給水装置工事事業者によって施工が行われます。給水装置の安全性の

向上を目的として、指定給水装置工事事業者に対する適切な指導を行

い、施工不良や給水事故の防止に努めています。 

町ではアナログ式の水道メーターを採用していますが、近年はスマ

ートメーターなど新技術の導入が始まっており、人件費の削減や漏水

の早期発見、使用水量・料金照会によるサービス向上といった効果が

期待されています。 

 

図 3-9.給水装置の管理区分 

表 3-10.給水管に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B208 給 水 管 の 事 故 割 合  件/1000 件  2.8 5.0 5.4 

  

上 下 水 道 課 に よ る 漏 水 修 繕 区 域  指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者  
施 工 区 域 (お 客 様 負 担 ) 
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図 3-10.スマートメーター導入のメリット 及びデメリット  

◆  課題 

ス マ ー ト メ ー タ ー の 導 入 は 業 務 効 率 化 や お 客 様 サ ー ビ ス の 向 上 が

期待できることから、長期的視点による費用対効果や他の自治体の事

例を検証し、導入の検討を進めていく必要があります。 

 

 

〇 ✕

◆  施策：指定給水装置工事事業者への技術力向上の促進 

◆  施策：スマートメーター導入の検討 

スマートメーター導入のメリット 

業 務 効 率 化  
 自 動 検 針 に よ る 人 件 費 の 削 減  
 地 域 の 水 需 要 特 性 把 握 に よ る

施 設 ・ 管 路 の 適 正 化  
お 客 様 サ ー ビ ス の 向 上  
 使 用 水 量 、料 金 を 常 に 照 会 可 能  
 検 針 に よ る 立 ち 入 り が 不 要  
 蛇 口 閉 め 忘 れ な ど の 通 知 機 能  
 漏 水 の 早 期 発 見  
 見 守 り 機 能 に よ る 安 否 確 認  

スマートメーター導入のデメリット 

コ ス ト  
 通 常 の 水 道 メ ー タ ー と 比 べ る と

高 額 で あ る た め 、導 入 コ ス ト が か
か る 。水 道 メ ー タ ー は 計 量 法 に よ
り 8 年 毎 の 更 新 が 必 要 と な る が 、
そ の 度 に 更 新 費 用 が 必 要 と な る 。 
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６.災害対策の状況 

◆  現状 

災害発生時の対策として、全町民の 7 日間分の飲料水・生活用水量

を想定し確保します。また、給水車や給水袋などの応急給水資機材を

備蓄しています。応急給水施設は浄水場のほか、南部大公園及び内宿

台公園の 2 箇所に耐震性貯水槽を 1 基ずつ設置しています。 

浄水場及び配水場内にはそれぞれ自家発電設備を備えており、停電

時でも水道の供給に必要な電源を確保しています。 

防災の取り組みとして、町主催の防災訓練において、応急給水訓練

を実施しているほか、災害に備えた危機管理マニュアルを策定してい

ます。また、複数の公的機関及び組合と相互支援協定を締結し、復旧

活動や人的・物的支援を行う体制を整えています。 

 

表 3-11.応急給水資機材の備蓄状況 

名 称  数 量  水 量 ・ 容 量  

給 水 車  1 台  1,750L  

給 水 袋  5,500 袋  35,500L 

ポ リ タ ン ク  70 個  890L 

ウ ォ ー タ ー バ ル ー ン  3 個  1,500L 

給 水 タ ン ク  3 個  2,500L 

乳 児 用 ペ ッ ト ボ ト ル  1,200 本  2,400L 

耐 震 性 貯 水 槽  2 基  200,000L  

  

自 家 発 電 設 備  給 水 車  
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表 3-12.災害時における協定及び覚書 

 

表 3-13.災害対策に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B203 給 水 人 口 一 人 当 た り 貯 留
飲 料 水 量  L/人  

 147 198 187 

B210 災 害 訓 練 実 施 回 数  回 /年   1  1 3 

B211 消 火 栓 設 置 密 度  基 /km  2.6 2.7 3.5 

B611 応 急 給 水 施 設 密 度  箇 所 / 
100km2   20.3 21.8 39.5 

B612 給 水 車 保 有 量  台 /千 人   0.020  0.018 0.015 

B613 車 載 用 の 給 水 タ ン ク  
保 有 量  m3/千 人   0.070 0.764 0.086 

◆  課題 

応急給水資機材の備蓄は充実していますが、これらの応急給水資機

材が非常時に使えるよう適切な維持管理を行うとともに、応急給水訓

練を継続し、実効性を高めていく必要があります。 

 

 

協 定 、 覚 書  締 結 先  内 容  

災 害 時 に お け る  
相 互 応 援 に 関 す る 協 定  茨 城 県 つ く ば み ら い 市  職 員 の 派 遣  

資 機 材 の 提 供 等  
災 害 時 に お け る  

相 互 応 援 に 関 す る 協 定  関 東 町 村 会  職 員 の 派 遣  
資 機 材 の 提 供 等  

災 害 時 に お け る  
相 互 支 援 に 関 す る 協 定  山 形 県 鮭 川 村  職 員 の 派 遣  

資 機 材 の 提 供 等  
災 害 時 に お け る 埼 玉 県 内 市 町 村 間

の 相 互 応 援 に 関 す る 基 本 協 定  埼 玉 県 内 全 市 町 村  職 員 の 派 遣  
資 機 材 の 提 供 等  

日 本 水 道 協 会 埼 玉 県 支 部 東 部 地 区  
災 害 相 互 援 助 に 関 す る 覚 書  

蓮⽥市、久喜市、幸手市、杉⼾町、宮代町、⽩岡市、草加市、
八潮市、三郷市、吉川町、春日部市、越谷・松伏水道事業団  

職 員 の 派 遣  
資 機 材 の 提 供 等  

緊 急 給 水 等 に 関 す る 協 定  上 尾 市  緊 急 時 配 水 管 に よ る  
緊 急 給 水  

災 害 時 等 に お け る 水 道 施 設  
復 旧 応 援 に 関 す る 協 定  伊 奈 町 管 工 事 業 協 同 組 合  応 急 給 水 、 応 急 復 旧  

資 機 材 の 提 供 等  
伊 奈 町 ・ み な か み 町  

友 好 都 市 提 携 協 定  群 馬 県 み な か み 町  職 員 の 派 遣  
資 機 材 の 提 供 等  

災 害 時 の 避 難 場 所  
相 互 利 用 に 関 す る 協 定  蓮 ⽥ 市  避 難 場 所 の 相 互 利 用 等  

伊 奈 町 と 南 会 津 町 と の 災 害 時 に  
お け る 相 互 応 援 に 関 す る 協 定  福 島 県 南 会 津 郡 南 会 津 町  職 員 の 派 遣  

資 機 材 の 提 供 等  

◆  施策：応急給水資機材の維持管理 

◆  施策：関係機関や地域住⺠との連携強化 
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７.事業運営の状況 
①  財政状況 

◆  現状 

総収支比率は例年 110％程度を維持しており、健全な経営であると

いえます。ただし令和２年度及び 4 年度においては、町民生活支援の

ため行った基本料金免除の影響で、総収支比率・営業収支比率が落ち

ています。 

 
図 3-11.収益的収支と総収支比率の推移 

 

図 3-12.収支の内訳(令和 4 年度決算)  
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表 3-14.財政状況に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  
望 ま
し い  
方 向  

伊 奈 町 実 績  
同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) (平成 30) (令 和 1) (令 和 2) (令 和 3) (令 和 4) 

C101 営 業 収 支 比 率  ％   99.2 98.0 82.9 97.0 88.3 96.0 97.2 

C102 経 常 収 支 比 率  ％   111.7 111.5 95.9 110.7 106.7 110.8 110.1 

C103 総 収 支 比 率  ％   111.7 111.4 95.9 110.6 106.6 110.5 109.9 

C105 繰 入 金 比 率  
(収 益 的 収 入 分 ) ％   0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 4.9 3.1 

C106 繰 入 金 比 率  
(資 本 的 収 入 分 ) ％   1.6 1.1 2.2 1.6 2.7 16.6 9.9 

C108 給 水 収 益 に 対 す る  
職 員 給 与 費 の 割 合  ％   4.8 5.7 6.7 5.9 6.0 11.3 8.9 

C109 給 水 収 益 に 対 す る  
企 業 債 利 息 の 割 合  ％   1.3 1.2 1.3 1.1 1.2 6.1 3.3 

C110 給 水 収 益 に 対 す る  
減 価 償 却 費 の 割 合  ％   32.3 34.1 41.0 36.6 38.8 50.9 40.5 

C111 給 水 収 益 に 対 す る  
建設改良の為の企業債償還元金の割合  ％   5.5 5.6 6.7 5.8 6.3 27.5 16.5 

C112 給 水 収 益 に 対 す る  
企 業 債 残 高 の 割 合  ％   64.1 83.4 116.7 109.9 124.7 396.8 185.0 

C118 流 動 比 率  ％   866.0 899.3 797.6 828.4 808.9 461.9 467.8 

C119 自 己 資 本 構 成 比 率  ％   92.3 90.7 89.2 88.4 87.8 70.7 81.1 

C120 固 定 比 率  ％   86.5 87.8 91.7 92.1 93.2  127.2 106.9 

C121 企 業 債 償 還 元 金  
対 減 価 償 却 費 率  ％  

 26.7 25.5 24.4 23.5 24.1  76.6 55.8 

C122 固 定 資 産 回 転 率  回  
 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06  0.10 0.12 

C123 固 定 資 産 使 用 効 率  m3/ 
万 円   6.4 6.1 6.3 6.1 6.0  7.0 8.8 

C125 料 金 請 求 誤 り 割 合  件 / 
1000 件   0.00 0.00 0.00 0.00 0.00  - - 

◆  課題 

今後も安定した水道事業を運営していくための資金確保や、事業費

の削減が課題となっています。アセットマネジメント手法を活用した

財政の見通しを立て、経営戦略による中長期的な計画を策定・推進す

る必要があります。 

 

 

 

◆  施策：アセットマネジメント手法の活用 

◆  施策：経営戦略の推進 

◆  施策：良好な経常収支比率の維持 
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②  料金 

◆  現状 

水道事業は独立採算を基本とし、運営にかかる事業費はお客さまに

お支払いいただく水道料金収入で賄っています。 

料金体系は二部料金制を採用しており、水道メーターの口径ごとに

基本料金と従量料金を設定しています。従量料金は使用水量に応じて

逓増する仕組みで、少量使用者への過度な負担を減らすとともに、限

りある資源である水の合理的な使用を促してきました。 

直近での水道料金の改定は、平成 13 年度に行っています。 

 

 

図 3-13.二部料金制における供給単価と給水原価の関係 

 

 

図 3-14.各口径の水道料金(1 か月当たり)  
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表 3-15.口径 20 ㎜以下の水道料金(1 か月当たり)(税抜) 

基 本 料 金  従 量 料 金  

1,200 円  10 ㎥ ま で  0 円 /㎥  

 10 ㎥ を 超 え 20 ㎥ ま で  150 円 /㎥  

 20 ㎥ を 超 え 30 ㎥ ま で  170 円 /㎥  

 30 ㎥ を 超 え 100 ㎥ ま で  240 円 /㎥  

 100 ㎥ を 超 え 200 ㎥ ま で  300 円 /㎥  

 200 ㎥ を 超 え 1,000 ㎥ ま で  340 円 /㎥  

 1,000 ㎥ を 超 え る 分  370 円 /㎥  

表 3-16.水道料金に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  
望 ま
し い  
方 向  

伊 奈 町 実 績  
同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) (平成 30) (令 和 1) (令 和 2) (令 和 3) (令 和 4) 

C113 料 金 回 収 率  ％   110.2 109.3 91.9 107.8 97.6 99.5 97.1 

C114 供 給 単 価  円 /m3   192.2 192.3 201.7 190.2 197.4 163.3 145.0 

C115 給 水 原 価  円 /m3   174.4 176.0 219.4 176.5 202.2 175.7 149.8 

C116 １ か 月 10m3 当 た り  
家 庭 用 料 金  円   1,296 1,320 1,320 1,320 1,320 1,513 1,164 

C117 １ か 月 20m3 当 た り  
家 庭 用 料 金  円   2,916 2,970 2,970 2,970 2,970 3,137 2,539 

※ 業 務 指 標 の う ち 、 供 給 単 価 及 び 給 水 原 価 は 税 抜 、 家 庭 用 料 金 は 税 込 金 額 で す 。  

◆  課題 

多くの施設が耐用年数を迎える中、施設更新にかかる人件費や物価

の高騰が原因となり、水道事業を維持するための更新事業がますます

困難になると予測されます。健全な事業運営をするため、費用の削減

と財源の確保に努める必要があります。 

 

◆  施策：費用の削減と財源の確保 
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③  運営体制 

◆  現状 

水道事業は 3 係の体制で運営しています。業務を効率的に行うため、

一定の職員数を確保したうえで、水道施設の運転管理、料金徴収及び

検針を民間業者に業務委託しています。 

図 3-15.運営体制 

 
図 3-16.職員数の推移 

表 3-17.運営体制に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

C107 職 員 一 人 当 た り 給 水 収 益  千 円 /人   115,780 81,490 96,994 

C108 給 水 収 益 に 対 す る  
職 員 給 与 費 の 割 合  ％   5.0  11.3 8.9 

C124 職 員 一 人 当 た り 有 収 水 量  ｍ 3/人   631,435 506,000 696,911 

C201 水 道 技 術 に 関 す る  
資 格 取 得 度  件 /人   0.43 - - 

C202 外 部 研 修 時 間  時 間 /人   3.9 - - 

C203 内 部 研 修 時 間  時 間 /人   3.4 - - 

C204 技 術 職 員 率  ％   0.0 32.8 40.1 

C205 水 道 業 務 平 均 経 験 年 数  年 /人   8.8  8.9 7.5 

C301 検 針 委 託 率  ％   100 - - 

上下水道課

水道事業

庶務係 経営及び資産の管理に関すること
水道事業広報など

業務係
水道使用に係る届出
水道料金の手続き
水道メーターの管理など

上水道係
水道水の供給や水質に関すること
水道施設の維持管理
給水装置工事に係る申請
水道工事に係る手続きなど

下水道事業

10人

8人 8人

10人

8人
7人 7人 7人 7人 7人
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◆  課題 

水道事業は少ない職員数で運営しているため、専門知識や技術を持

つ 職 員 の 異 動 や 退 職 に 伴 う 人 的 資 源 の 損 失 に 対 す る 人 員 の 確 保 が 懸

念となっています。適正な職員数を確保するとともに、人材育成・技

術継承といった組織のレベルアップに努めるほか、事業費削減に向け

た業務効率化を継続して行う必要があります。 

 

 

④  広報活動 

◆  現状 

お客様に水道事業へのご理解と水の安全性をご確認頂くため、ホー

ムページにて事業案内や水質検査の結果などを公開しており、随時更

新しています。 

毎月発行している町の広報紙「広報いな」には、関連記事を掲載し

ています。 

表 3-18.広報活動に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

C402 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る  
情 報 提 供 度  回   23 - - 

◆  課題 

近年では水質への不信感などから、飲料水にミネラルウォーターを

利用する家庭が増えています。どのご家庭にもおいしく安全な水をお

届けしていることを知っていただくため、水の安全性について積極的

な情報発信を行い、信頼性の向上に努める必要があります。 

 

◆  施策：人材育成・技術継承の推進 

◆  施策：業務効率化の検討 

◆  施策：情報発信による信頼性の向上 
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※ 伊 奈 町 上 下 水 道 課 ホ ー ム ペ ー ジ  

(https://www.town.saitama-ina.lg.jp/category/15-10-0-0-0.html) 
※ 「 広 報 い な 」 は 無 料 ア プ リ 「 マ チ イ ロ 」 で ス マ ホ や タ ブ レ ッ ト か ら も 見 る こ と が で き ま す 。  

 

  

図 3-17.伊奈町ホームページ 

図 3-18.広報いな  

https://www.town.saitama-ina.lg.jp/category/15-10-0-0-0.html
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⑤  広域化への取り組み 

◆  現状 

埼玉県が策定した「埼玉県水道整備基本構想(令和 5 年 3 月改定)」

を受け、水道事業の広域化について検討を重ねています。伊奈町は第

9 ブロック(伊奈町、上尾市、桶川市、北本市、鴻巣市)に属していま

す。 

 

 
図 3-19.広域化ブロックの概要図 

◆  課題 

スケールメリットを考慮すると、水道事業の効率化と運営基盤の強

化を進めるためには広域化が必要になると考えられています。関係事

業体間との協働を進め、広域化に向けた活動をする必要があります。 

 
◆  施策：広域化の参画検討 
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８.環境対策の状況 

◆  現状 

上 下 水 道 庁 舎 屋 根 と 浄 水 場 管 理 棟 屋 上 に は ソ ー ラ ー パ ネ ル を 設 置

し、太陽光発電を行っています。また、庁舎内照明の LED 化や、イン

バータ制御式のポンプの採用など、消費電力の削減に取り組んでいま

す。（インバータとは、状況に応じて電圧や周波数を変化させる仕組み

で、ポンプが必要なときにだけ駆動することにより、消費電力を抑え

ることができます。） 

表 3-19.環境に関する業務指標(PI) 

番 号  指 標 名 称  単 位  望 ま し い  
方 向  

伊 奈 町  
実 績  

(令 和 4) 

同 規 模  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

県 内  
事 業 体  

平 均  
(令 和 2) 

B301 給 水 量 1ｍ 3 当 た り  
電 ⼒ 消 費 量  kWh/m3  

 0.30 0.47 0.31 

B302 給 水 量 1m3 当 た り  
消 費 エ ネ ル ギ ー  MJ/m3  

 2.98 4.69 3.14 

B303 給 水 量 1m3 当 た り  
二 酸 化 炭 素 (CO2)排 出 量  g・CO2/m3 

 147 204 137 

B304 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー  
利 用 率  ％   3.940 0.267 0.671 

B306 建 設 副 産 物 リ サ イ ク ル 率  ％   66.0 48.9 72.2 

◆  課題 

省エネや再生エネルギーを推進するとともに、建設副産物のリサイ

クル率を向上させることが、今後取り組むべき課題となっています。 

 
◆  施策：更なる環境対策の検討 

太 陽 光 発 電 の 電 ⼒ 量 パ ネ ル  ソ ー ラ ー パ ネ ル  
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１．水道事業を取り巻く環境の予測 

水道事業ビジョンにおける方策を策定するにあたり、将来の水道の事業

環境について予測することは重要です。将来の外部環境及び内部環境の変

化を考慮し、方策の展開につなげます。 

（１）  外部環境 

①  給水人口の傾向の転換 

平 成 ３ ０ 年 度 ビ ジ ョ ン の 人 口 お よ び 給 水 量 は 将 来 に わ た り 伸 び 続

ける予測をしていましたが、実績と乖離したため、国立社会保障・人

口問題研究所(以下、社人研)が平成 30 年度に発表した「日本の地域

別将来推計人口」をもとに、計画期間内の給水人口及び給水量を見直

すこととしました。 

社人研の推計人口においても、実績と乖離が生じているため、令和

4 年度の実績に社人研推計の人口増加率を適用することで、補正を行

いました。 

全国的な人口減少に反し、給水人口はしばし増加傾向にありますが、

令和 7 年度にピークを迎えた後、下向きの曲線に変わると予測されま

す。 

 

図 4-1.給水人口の推計 

  

(令和4)
45,036 

(令和7)
45,357

(令和45)
43,001

42,000

43,000

44,000

45,000

46,000
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48,000
(
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平成30年度ビジョン 社人研推計人口 実績 令和5年度ビジョン
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給水量の将来推計も給水人口と同様の傾向を示しており、それに従

い料金収入の減収が予測されるため、利益確保のためにより効率的な

事業運営について検討していく必要があります。 

 

図 4-2.給水人口及び給水量の推計 

②  施設の効率性低下 

施設の効率性は徐々に減少していくものと推測されます。施設利用

率の低下は事業効率の悪化を意味するものであり、将来的には給水需

要に合わせた施設のダウンサイジングや、広域化といった再構築方策

を検討する必要があります。 

 

図 4-3.施設利用率などの推計 

  

36,000

38,000
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42,000
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84% 83% 84% 84% 83% 83% 84% 84% 84%

76% 75% 75% 74% 73% 73% 72% 72% 71%

最大稼働率 負荷率 施設利用率
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（２）  内部環境 

①  施設の老朽化 

水道事業は創設から 50 年以上経過していますが、水道施設の更新

を行ってきたため、老朽化は問題化していません。しかし、このまま

の状況で推移するといずれ水道施設の老朽度が増し、漏水被害などが

発生しやすくなることになります。 

そのような被害を未然に防ぐために、構造物や管路の計画的な更新

を行い、施設の健全度を良い状態で維持することが必要となります。 

 

図 4-4.構造物及び設備の健全度(更新を実施しなかった場合) 

 

図 4-5.管路の健全度(更新を実施しなかった場合)  
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②  資金の確保 

水道施設の健全度を保つには、更新事業を実施する必要があります。

これから多くの施設が耐用年数を迎え、老朽化が進行するなか、更新

事業を進める資金が必要となります。給水収益は減少していく見通し

であるため、更新計画と資金確保策の再検討が必要となります。 

 

図 4-6.更新需要の見通し 

 

図 4-7.資金収支(料金改定を行わない場合)  
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２．基本理念と理想像 

（１）  水道事業の基本理念 

厚生労働省は、平成 25 年に示した「新水道ビジョン」のなかで、

「地域とともに、信頼を未来につなぐ日本の水道」という基本理念を

掲げました。そのなかで水道の理想像は、「時代や環境の変化に的確に

対応しつつ、水質基準に適合した水が、必要な量、いつでも、どこで

も、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受け取ることが可能な

水道」としており、その理想像の実現には「水道水の安全の確保（安

全）」、「確実な給水の確保（強靱）」、「供給体制の持続性の確保（持続）」

が必要であるとしています。 

伊奈町の水道事業では、これまで安心・安全な水道水を利用者へお

届けできるよう努めてきましたが、水道を取り巻く環境が変化しつつ

あるなかで、今後 50 年先、100 年先の未来でも安全で、丈夫な、安

定した水道であるように、次の基本理念を定めました。 

 

 

 

 

この基本理念のもと、伊奈町総合振興計画で掲げているまちの将来

像「ずっと住みたい 緑にあふれた キラキラ光る元気なまち」の実

現に向けて取り組んでいきます。  

基 本 理 念 

未来につなぐ ずっと住みたいまちの水道 
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（２）  水道事業の理想像 

基本理念に基づき、「安全」、「強靱」、「持続」の３つの観点から、水

道事業が目指す理想像を定めました。 

 

  

安全 

強靱 

持続 

安心と信頼の水道 
安心して飲める水をお届けし、より信頼してもらえる
水道を目指します。 

丈夫でしっかりした水道 
大きな災害が起きても、滞ることなく水をお届けでき
る水道を目指します。 

いつまでもともに歩む水道 
社会状況の変化にも柔軟に対応し、将来も変わること
無く、利用者のそばにあり続ける水道を目指します。 
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水の硬度とは、水に含まれるカルシウムイオンとマグネシウムイオン

の量を炭酸カルシウムに換算して表した値で、値が高い水を硬水、低い水

を軟水と呼んでいます。また、石鹸を泡立てる時、軟水を使うと泡立ちが

良く、反対に硬水を使うと泡立ちが悪くなります。 

厚生労働省は、水質管理目標設定項目として、おいしさの観点から硬度

を 10～100mg/L（水質基準では 300mg/L 以下）としています。町の

水道水の硬度の平均値は 76.7mg/L（令和４年度）で中程度の軟水です。 

 

区分 硬度 

軟水 60mg/L 未満 

中程度の軟水 60mg/L 以上 120mg 未満 

硬水 120mg/L 以上 180mg/L 未満 

非常な硬水 180mg/L 以上 

※WHO(世界 保健 機関)の 基準  

水道の豆知識 ～水の硬度～ 

水道管を更新する際には、地震に強い耐震性ダクタイル鋳鉄管を設置

しています。耐震管は、管と管を繋ぐ「継手」と呼ばれる部分に引っ張ら

れる力が生じても抜けないような構造になっており、伸び縮みすること

で地震に対応できる構造になっています。ダクタイル鋳鉄管のダクタイ

ル(ductile)は「延性のある」、鋳鉄は鉄を主成分とする炭素との合金を指

し、名前のとおり延性(引き伸ばし)と靱性(粘り強さ)に優れた衝撃に強い

金属管です。 

～GX 形ダクタイル鋳鉄管の継手構造～ 

 

水道の豆知識 ～耐震管～ 
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１．施策体系 

理想像の実現に向けて、「安全」「強靱」「持続」の観点から、取り組む施

策を位置づけました。 

 理想像 施策 

 

安全
① 危機管理能力の強化

② 水質の向上

③ 安全性の周知

強靭 ① 事前防災

② 事後防災

持続

① 経営基盤の強化

② 組織力の強化

③ 水道サービスの向上

④ 環境保全の促進

安 全 と 信 頼 の  
水 道  

丈 夫 で し っ か り し た
水 道  

い つ ま で も と も に  
歩 む 水 道  



 

 

第５章 施策と実現方策

49 

２．施策と実現方策 
①  安全に関する施策 

(1) 危機管理能力の強化 

 水質事故や渇水に対応するため、県水のみに依存せず自己水の

水量維持・保全に努めます。 

 供給する水道水の約 8 割が県水であることから、水質異常が発

生した際に迅速な対応ができるよう、県との綿密な連携を維持

します。 

 水安全計画では、水質基準項目ごとにリスクレベルを設定し、基

準を逸脱した場合の対応方策を定めており、これを遵守します。 

(2) 水質の向上 

 水源から給水栓に至るまで安全な水道水を常時供給し続けるた

め、水安全計画に準拠した水質管理を徹底します。 

 定期的に配水管の滞留水を排水する作業を行うことで、管内環

境を清浄に保ちます。 

 貯水槽の管理者に対し、適切な点検・清掃を行うよう注意喚起を

行います。 

 老朽管を更新し、赤水などのない良質な水を供給します。 

(3) 安全性の周知 

 お客様に水道水の安全性を理解して頂き、信頼関係の向上に努

めます。 

  

安全

① 危機管理能力の強化

自己水源の保全

埼玉県企業局との連携

水安全計画の適切な運用

② 水質の向上
配水管洗管率の向上

貯水槽管理者への
適正管理の要請

管路更新率の維持

③ 安全性の周知 情報発信による信頼性の向上
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②  強靭に関する施策 

(1) 事前防災 

 水道施設台帳を活用し、水道施設・設備を計画的に更新するとと

もに、適切な保守点検を行うことで長寿命化を図ります。 

 大規模災害時の断水を抑制するため、配水の根幹を成す「基幹管

路」「重要配水管路」といった管路や、避難所や医療機関などに

供給を行う「重要給水施設配水管路」の耐震化を推進します。 

 常に安定した水供給を実現するため、計画的に老朽管を更新し

ます。 

(2) 事後防災 

 大規模災害対策として、町民へ安全な水を分配できる応急給水

資機材を備蓄しており、これらの維持管理に努めます。 

 協定や覚書を締結した事業体や水道工事事業者、地域住民と災

害時を想定した防災訓練などを実施することで、非常時に迅速

に対応できる連携関係を強化していきます。 

  

強靭

① 事前防災

定期的な
保守点検の実施

水
道
施
設
台
帳

の
適
切
な

整
理
と
活
用施設及び設備の

計画的更新

重要度の高い管路の耐震化

管路更新率の維持

指定給水装置工事事業者への
技術力向上の促進

② 事後防災
応急給水資機材の維持管理

関係機関や地域住⺠との
連携強化
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③  持続に関する施策 

(1) 経営基盤の強化 

 水需要は転換期を迎えつつあるため、拡張から維持にシフトし

た事業運営への検討を進めます。 

 アセットマネジメント手法を活用し、更新需要に応じた施設の

更新や資金確保の見通しを立てます。また、運営コストの削減を

前提とした経営戦略を策定し、これを推進します。 

 更なる水道事業の効率化を図るため、水道事業の広域化につい

て埼玉県や関係事業体と連携し検討します。 

 適正な料金水準の検討や、更なる民間委託の活用により費用の

低減を図ります。これにより、健全な経営状態を維持していきま

す。 

 業務効率化の観点から、スマートメーターの導入を検討します。 

  

持続

① 経営基盤の強化

水
需
要
の
動
向
を

踏
ま
え
た
事
業
運
用

アセットマネジメント
手法の活用

経営戦略の推進

広域化への参画検討

良好な経常収支比率の維持

費用の削減と
財源の確保

業務効率化の手法検討

スマートメーター導入の検討

② 組織力の強化

③ 水道サービスの向上

④ 環境保全の促進



 

 

第５章 施策と実現方策 

52 

(2) 組織力の強化 

 研修などによる人材育成や、職員間での技術の継承により組織

力の強化に努めます。 

(3) 水道サービスの向上 

 施工不良や給水事故を防止するため、指定給水装置工事事業者

に対し、講習会の受講などを積極的に促します。 

 お客様サービス向上の観点から、スマートメーターの導入を検

討します。 

 広報活動によりお客様に水道事業への理解・関心を深めていた

だくとともに、お客様から寄せられるご意見を正確に把握し、更

なるサービス向上を図っていきます。 

(4) 環境保全の促進 

 現在実施している太陽光エネルギーの活用の他に、ポンプの運

転をピークカット運転に見直すなど、省エネルギー対策につい

て検討を行います。 

 建設副産物のリサイクルについて検討を進めます。 

  

持続

① 経営基盤の強化

② 組織力の強化 人材育成・技術継承の推進

③ 水道サービスの向上

スマートメーター導入の検討

指定給水装置工事事業者への
技術力向上の促進

情報発信による信頼性の向上

④ 環境保全の促進 更なる環境対策の検討
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３.施策のスケジュール 

令和 5 年度ビジョンで掲げる施策の事業計画は以下のとおりです。 

表 5-1.施策のスケジュール 

施策  
スケジュール 

令和 6 令和 9 令和 12 令和 15 

定 期 的 な保 守 点 検 の

実施 

保守点検 

     

7 号井浸水対策 

  完了   

1 号２号 RC 配水池壁面補修 

      完了  

2 号 PC 配水池改修 

     完了   

1 号 PC 配水池壁面補修 

    完了 

施 設 ・ 設 備 の 計 画 的

更新 

浄水場 機械設備修繕 

     

浄水場 電気設備修繕 

     

配水場 機械設備修繕 

     

水 道 施 設 台 帳 の適 切

な整理と活用 

水道施設台帳保守 

     

管路更新率の維持 
老朽管更新 

     

重 要 度 の高 い管 路 の

耐震化 

重要配水管路耐震化 

 完了    

基幹管路耐震化 

     

重要給水施設配水管路耐震化 

    完了 

経営戦略の推進 
経営戦略の実施 

     

（実線：実施期間、破線：計画作成期間）  
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４.計画の目標値 

令和 5 年度ビジョンで掲げる施策の目標値は以下のとおりです。 

表 5-2.施策の目標値 

施策 
業務指標 
(番号) 

令和 4 
実績 

令和 15 
目標値 

配水管洗管率の向上 
配水管洗管率 

(独自) 
8.25% 10.00% 

管路更新率の維持 
管路の更新率 

(B504) 
1.35% 1.50% 

重 要 度 の高 い管 路 の

耐震化 

重要給水施設配水管路の耐震管率 

(B607) 
0.0% 100% 

重要配水管の耐震管率 

(独自) 
0.7% 100% 

良 好 な経 常 収 支 比 率

の維持 

経常収支比率 

(C102) 
106.7% 

常時 
100%以 上 
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１．経営戦略改定の状況と目的 
今後、人口増加がピークを迎え、その後水需要の減少がはじまると予測

される一方で、これまでに整備した多くの水道施設が更新時期を迎え、多

額の更新費用が必要となる見込みであり、経営環境はますます厳しさを増

していくことが予測されます。 

このような状況のもと、総務省では平成 26 年度に『公営企業の経営に

当たっての留意事項について』を通知し、「経営戦略」の策定の必要性を

示しました。 

これを受け、水道事業の経営基盤をより一層強化すべく、平成 30 年度

に『伊奈町水道事業経営戦略』を策定いたしました。 

しかしながら、第１章で記述のとおり、当初計画と差異が生じたことか

ら、経営戦略の見直しを行うこととしました。 

２．経営戦略の考え方 

経営戦略は、水道事業における施設・設備の更新需要を反映した「投資

試算」と、この投資試算を賄う「財源試算」で構成されます。各事業にお

ける経営健全化や、財源確保に係る取り組みを踏まえた試算を行い、その

上で、将来の料金収入の増減、更新需要の変化を見据えた料金水準の適正

化などを複合的に検討し、実現可能な方策で「投資試算」と「財源試算」

の収支均衡が求められます。 

３．計画期間 

経営戦略の計画期間は、総務省が推奨する「10 年以上の合理的な期間

の設定」に基づき、また令和５年度ビジョンの計画期間と整合を図り、令

和 6 年度から令和 15 年度までの 10 年間とします。 

投資試算及び財源試算の算定期間については、総務省が平成 31 年 3 月

に策定した『経営戦略策定・改定ガイドライン』に基づき、令和６年度か

ら令和 4５年度の 40 年間を算定期間とし、財政シミュレーションを実施

します。 
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４．経営戦略の位置付け 

経営戦略は、総務省の『経営戦略策定・改定ガイドライン』及び『経営

戦略策定・改定マニュアル』の内容をもとに、令和 5 年度ビジョンの将来

像実現に向けて、水道事業が将来にわたって安定的に事業を継続していく

ための中長期的な経営の基本計画です。 

５．  経営比較分析表を活用した現状分析 

令和４年度の経営 比較分析表を用い て、水道事業にお ける経営の健全

性・効率性及び老朽化の状況について現状を分析します。 

（１）  経営の健全性・効率性 

項 目 経常収支比率（％） 

結 果 伊 奈 町  
106.66% 

類 似 団 体 平 均  
108.04% 

全 国 平 均  
108.70% 

指 標 の  
意 味 

当 該 年 度 に お い て 、 給 水 収 益 や 一 般 会 計 か ら の 繰 入 金 な ど の 収
益 で 、 維 持 管 理 費 や 支 払 利 息 な ど の 費 用 を ど の 程 度 賄 え て い る
か を 表 す 指 標 で す 。  

算 出 式  経 常 収 益
経 常 費 用

×100 

評 価 

令 和 4 年 度 の 経 常 収 支 比 率 は 106.66％ で 、類 似 団 体 平 均 値 及 び
全 国 平 均 値 と ほ ぼ 同 水 準 と な っ て い ま す 。 経 常 収 支 比 率 が
100％ 以 上 を 維 持 で き て い る た め 、 給 水 収 益 や 一 般 会 計 か ら の 繰
入 金 な ど の 収 益 で 、 維 持 管 理 費 や 支 払 利 息 な ど の 費 用 を 賄 え て
い る 状 態 で す 。  

 
項 目 累積欠損金比率（％） 

結 果 伊 奈 町  
0.00% 

類 似 団 体 平 均  
4.72% 

全 国 平 均  
1.34% 

指 標 の  
意 味 

営 業 収 益 に 対 す る 累 積 欠 損 金 （ 営 業 活 動 に よ り 生 じ た 損 失 で 、 前
年 度 か ら の 繰 越 利 益 剰 余 金 な ど で も 補 塡 す る こ と が で き ず 、 複 数
年 度 に わ た っ て 累 積 し た 損 失 の こ と ） の 状 況 を 表 す 指 標 で す 。  

算 出 式  当 年 度 未 処 理 欠 損 金
営 業 収 益ି受 託 工 事 収 益

×100 

評 価 
令 和 4 年 度 の 累 積 欠 損 金 比 率 は 0.00%で あ り、 欠 損 金 は 発 生 し て
い な い 状 況 で す 。 町 の 水 道 事 業 は 健 全 な 経 営 状 況 に 求 め ら れ る 条
件 を 満 た し て い る と い え ま す 。  
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項 目 流動比率（％） 

結 果 伊 奈 町  
808.94% 

類 似 団 体 平 均  
345.94% 

全 国 平 均  
252.29% 

指 標 の  
意 味 

短 期 的 な 債 務 に 対 す る 支 払 能 力 を 表 す 指 標 で す 。  

算 出 式  流 動 資 産
流 動 負 債

×100 

評 価 
令 和 4 年 度 の 流 動 比 率 は 808.94%と 類 似 団 体平 均 値 及 び 全 国 平
均 値 よ り も 高 い 水 準 と な っ て お り 、 短 期 債 務 に 対 す る 十 分 な 支
払 能 力 を 有 し て い る と い え ま す 。  

 
項 目 企業債残高対給水収益比率（％） 

結 果 伊 奈 町  
124.73% 

類 似 団 体 平 均  
386.61% 

全 国 平 均  
286.07% 

指 標 の  
意 味 

給 水 収 益 に 対 す る 企 業 債 （ 国 な ど か ら の ⻑ 期 借 入 金 ） 残 高 の 割
合 で 、 企 業 債 残 高 の 規 模 を 表 す 指 標 で す 。  

算 出 式  企 業 債 現 在 残 高 合 計
給 水 収 益

×100 

評 価 令 和 4 年 度 の 企 業 債 残 高 対 給 水 収 益 比 率 は 124.73％ と 、 類 似 団
体 平 均 値 及 び 全 国 平 均 値 よ り も 低 い 水 準 と な っ て い ま す 。  

 
項 目 料金回収率（％） 

結 果 伊 奈 町  
97.64% 

類 似 団 体 平 均  
93.82% 

全 国 平 均  
97.47% 

指 標 の  
意 味 

給 水 に 係 る 費 用 が 、 ど の 程 度 給 水 収 益 で 賄 え て い る か を 表 し た
指 標 で あ り 、 料 金 水 準 な ど を 評 価 す る こ と が 可 能 で す 。  

算 出 式  供 給 単 価
給 水 原 価

×100 

評 価 
令 和 4 年 度 の 料 金 回 収 率 は 97.64％ と 、 類 似 団 体 平 均 値 よ り も 高
い 水 準 と な っ て お り 、 全 国 平 均 値 と ほ ぼ 同 水 準 と な っ て い ま
す 。 し か し 100％ を 下 回 っ て い る た め 、 給 水 に 係 る 費 用 を 給 水
収 益 で 賄 え て い な い 状 況 で す 。  
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項 目 給水原価（円） 

結 果 伊 奈 町  
187.80 円 

類 似 団 体 平 均  
178.94 円 

全 国 平 均  
174.75 円 

指 標 の  
意 味 

有 収 水 量 1m3 あ た り に つ い て 、 ど れ だ け の 費 用 が か か っ て い る
か を 表 す 指 標 で す 。  

算 出 式  
経 常 費 用 − ቀ受 託 工 事 費 ＋ 材 料 費 及 び 不 用 品 売 却 額 ＋ 付 帯 事 業 費 ቁ −⻑ 期 前 受 金 戻 入

年 間 総 有 収 水 量
 

評 価 
令 和 4 年 度 の 給 水 原 価 は 187.80 円 と 、 類 似団 体 平 均 値 及 び 全 国
平 均 値 よ り も 高 い 水 準 と な っ て お り 、 他 の 団 体 に 比 べ て 有 収 水
量 1 ㎥ あ た り に か か っ て い る 費 用 が 高 い と い え ま す 。  

 
項 目 施設利用率（％） 

結 果 伊 奈 町  
74.51% 

類 似 団 体 平 均  
59.54% 

全 国 平 均  
59.97% 

指 標 の  
意 味 

一 日 配 水 能 力 に 対 す る 一 日 平 均 配 水 量 の 割 合 で あ り 、 施 設 の 利
用 状 況 や 適 正 規 模 を 判 断 す る 指 標 で す 。  

算 出 式  一 日 平 均 配 水 量
一 日 配 水 能 力

×100 

評 価 

令 和 4 年 度 の 施 設 利 用 率 は 74.51%と 、 類 似団 体 平 均 値 及 び 全 国
平 均 値 を 上 回 っ て お り 、 効 率 的 に 施 設 を 利 用 で き て い る 状 況 で
す 。 今 後 、 施 設 利 用 率 の 低 下 が 考 え ら れ る 場 合 、 効 率 的 に 施 設
を 利 用 で き る よ う 施 設 の ダ ウ ン サ イ ジ ン グ な ど の 検 討 が 必 要 と
な り ま す 。  

 
項 目 有収率（%） 

結 果 伊 奈 町  
93.52% 

類 似 団 体 平 均  
83.93% 

全 国 平 均  
89.76% 

指 標 の  
意 味 

施 設 の 稼 働 が 収 益 に つ な が っ て い る か を 判 断 す る 指 標 で す 。  

算 出 式  年 間 総 有 収 水 量
年 間 総 配 水 量

×100 

評 価 
令 和 4 年 度 の 有 収 率 は 93.52%と 、 類 似 団体 平 均 値 及 び 全 国 平 均
値 よ り も 高 い 水 準 と な っ て い ま す 。 施 設 の 稼 働 が 効 率 的 に 利 益
に 反 映 さ れ て い る と い え ま す 。 引 き 続 き 、 こ の 水 準 を 維 持 し て
い く こ と が 重 要 で す 。  
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（２）  老朽化の状況 

項 目 有形固定資産減価償却率（%） 

結 果 伊 奈 町  
44.81% 

類 似 団 体 平 均  
50.82% 

全 国 平 均  
51.51% 

指 標 の  
意 味 

有 形 固 定 資 産 の う ち 、 償 却 対 象 資 産 の 減 価 償 却 が ど の 程 度 進 ん
で い る か を 表 す 指 標 で 、 資 産 の 老 朽 化 度 合 い を 示 し て い ま す 。  

算 出 式  有 形 固 定 資 産 減 価 償 却 費 累 計 額
有 形 固 定 資 産 の う ち 償 却 対 象 資 産 の 帳 簿 原 価

×100 

評 価 
令 和 4 年 度 の 有 形 固 定 資 産 減 価 償 却 率 は 44.81%と 、 類 似 団 体 平
均 値 及 び 全 国 平 均 値 よ り も 低 い 水 準 と な っ て い ま す 。 今 後 、 資
産 の 老 朽 化 が 進 ん で い く た め 、 計 画 的 に 投 資 計 画 及 び 財 源 確 保
に つ い て 検 討 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 
項 目 管路経年化率（%） 

結 果 伊 奈 町  
21.09% 

類 似 団 体 平 均  
21.16% 

全 国 平 均  
23.75% 

指 標 の  
意 味 

法 定 耐 用 年 数 を 超 え た 管 路 延 ⻑ の 割 合 を 表 す 指 標 で 、 管 路 の 老
朽 化 度 合 い を 示 し て い ま す 。  

算 出 式  法 定 耐 用 年 数 を 経 過 し た 管 路 延 ⻑
管 路 延 ⻑

×100 

評 価 令 和 4 年 度 の 管 路 経 年 化 率 は 21.09％ と 、 類 似 団 体 平 均 値 と 同 水
準 で あ り 、 全 国 平 均 値 よ り も 低 い 水 準 で す 。  

 
項 目 管路更新率（%） 

結 果 伊 奈 町  
1.35% 

類 似 団 体 平 均  
0.48% 

全 国 平 均  
0.67% 

指 標 の  
意 味 

当 該 年 度 に 更 新 し た 管 路 延 ⻑ の 割 合 を 表 す 指 標 で 、 管 路 の 更 新
ペ ー ス や 状 況 を 把 握 で き ま す 。  

算 出 式  当 該 年 度 に 更 新 し た 管 路 延 ⻑
管 路 延 ⻑

×100 

評 価 
令 和 4 年 度 の 管 路 更 新 率 は 1.35％ と 、 類 似 団 体 平 均 値 及 び 全 国
平 均 値 よ り も 高 い 水 準 と な っ て い ま す 。 管 路 の 老 朽 化 は 水 道 事
故 に 直 結 す る た め 、 管 路 更 新 率 の 向 上 を 優 先 順 位 の 高 い 課 題 と
し 、 計 画 的 に 対 応 す る 必 要 が あ り ま す 。  
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６．更新需要の見通し 

経営戦略における建設改良費のうち、更新にかかる建設投資はアセット

マネジメントの考え方に基づき、中長期的な観点から重要度・優先度を考

慮して算出した更新需要としています。 

（１）  構造物及び設備の更新 

固定資産台帳にある資産に関して、法定耐用年数の 1.5 倍の年数を更

新基準年数として設定し、その年数を経過した資産から順次更新していく

ものとします。更新費用は、固定資産台帳に記録されている取得価額を、

国土交通省が公表している「建設工事費デフレーター」により、現在価格

に変換して更新費用としています。「建設工事費デフレーター」とは、建

設工事に係る「名目工事費額」を基準年度の「実施額」に変換する指標の

ことをいいます。 

更新費用を算出すると、現在保有している構造物及び設備の資産をすべ

て更新する場合、現在の価格で約 59 億円が必要となると考えられます。 

表 6-1.資産の更新基準年数、更新費用等 

工 種  法 定 耐
用 年 数  

更 新 基
準 年 数  

取 得 価 格  
（ 千 円 ）  

更 新 費 用  
（ 千 円 ）  

建 築  50 年  75 年  639,469 977,806 

土 木  60 年  90 年  1,540,259 2,276,585 

電 気 ・ 計 装 設 備  15 年  23 年  1,541,398 1,991,615 

機 械 設 備  15 年  23 年  505,866 664,048 

合 計  - - 4,226,992 5,910,054 

また、今後 40 年間で更新基準年数を超過し、更新が必要となると考え

られる資産の更新費用は約 49 億円となる見通しです。 
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表 6-2.40 年間の構造物及び設備の更新需要の見通し [千円] 

年 度  建 築  土 木  電 気 ・  
計 装 設 備  機 械 設 備  合 計  

令 和 6〜 10  0 0 109,304 124,263 233,567 

令 和 11〜 15  0 0 1,031,398 79,199 1,110,597 

令 和 16〜 20  0 0 183,756 276,658 460,414 

令 和 21〜 25  0 0 370,524 136,393 506,917 

令 和 26〜 30  0 0 340,018 115,352 455,370 

令 和 31〜 35  219,055 0 332.331 56,446 607,832 

令 和 36〜 40  167,015 0 770,826 205,735 1,143,576 

令 和 41〜 45 0 0 177,916 162,984 340,900 

合 計  386,070 0 3,316,073 1,157,030 4,859,173 

 

図 6-1.40 年間の構造物及び設備の更新需要の見通し 
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（２）  管路の更新 

管路の法定耐用年数は４０年ですが、更新基準年数は重要度によって分

けています。代替がない重要な管路である基幹管路（導水管、場内配管、

連絡管）及び配水支管のうち重要と考える口径 200mm 以上の管は４０

年、修繕などで対応可能である口径 150mm 以下の配水支管は 1.5 倍の

60 年としています。 

更新費用は、町で整備している管路の種別・管種・口径・延長・布設年

度の情報に基づき、設定した管路布設単価を管路延長に乗じて算出してい

ます。 

更新費用を算出すると、現在保有している管路をすべて更新する場合、

約 235 億円が必要となると考えられます。 

また、今後の 40 年間で更新基準年数を超過し、更新が必要となると考

えられる管路の更新費用は約 167 億円となる見通しです。 

表 6-3.管路の更新単価 [千円] 

口 径  導 水 管  配 水 支 管  連 絡 管  場 内 配 管  

φ 50mm  - 68 - 44 
φ 75mm  - 97 - 65 

φ 100mm - 104 73 73 
φ 150mm - 117 86 86 
φ 200mm 120 129 - 98 
φ 250mm 136 145 113 113 
φ 300mm - 211 - 180 
φ 350mm - 228 197 197 
φ 400mm - 263 - 234 
φ 500mm - - - 342 
φ 600mm - - - 430 
φ 800mm - - - 674 

表 6-4.管路の総延長と更新費用  

管 路  総 延 ⻑  
（ ｍ ）  

更 新 費 用  
（ 千 円 ）  

導 水 管 ・ 連 絡 管 ・ 場 内 配 管  5,525 912,594 

配 水 支 管  207,106 22,568,023 

合 計  212,631 23,480,617 
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表 6-5.40 年間の管路の更新需要の見通し [千円] 

年 度  管 路 の 更 新
需 要  

令 和 6〜 10  1,628,196 

令 和 11〜 15  1,940,130 

令 和 16〜 20  2,456,469 

令 和 21〜 25  1,911,241 

令 和 26〜 30  522,886 

令 和 31〜 35  1,470,089 

令 和 36〜 40  2,314,236 

令 和 41〜 45 4,472,592 

合 計  16,715,839 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2.40 年間の管路の更新需要の見通し 
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７．投資・財政計画（収支計画）の策定方針 

（１）  投資・財政計画（収支計画）のうち投資の説明 

①  目標の設定 

目 標  中 ⻑ 期 視 点 に ⽴ っ た 施 設 更 新 を 実 施 し ま す 。  

②  水道事業における投資計画の算出根拠 

更新にかかる費用は、アセットマネジメントの更新需要を適用します。 

10 年間毎に平均額を見込むものとします。 

ただし、令和 6 年度及び令和７年度は建設改良費を 4 億 8950 万円

（税込）で計画していることから、残りの更新事業費は令和 8 年度～令和

15 年度で均等に振り分けています。 

また、令和 2 年度より着手した重要配水管路耐震化事業は、給水区域全

域における配水圧の安定化に有効な重要管路の更新です。令和 6 年度及

び令和 7 年度の工事費用を建設投資額として計上します。 

表 6-6.更新事業費の年度単価  

年 度  更 新 事 業 費 の 年 度 単 価  
（ 千 円 ・ 税 込 ）  

令 和 6  355,500 

令 和 7 303,500 

令 和 8〜 15 548,489 

令 和 16〜 25  543,178 

令 和 26〜 35 316,252 

令 和 36〜 45  841,976 

表 6-7.重要配水管路耐震化事業の延長及び工事費用  

年 度  延 ⻑  
（ m）  

工 事 費 用  
（ 千 円 ・ 税 込 ）  

令 和 6 720.30 134,000 

令 和 7 683.60 186,000 

合 計  1,403.90 320,000 
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図 6-3.水道事業における投資計画の推移（ 40 年間）  

経営戦略の計画期間である令和 6 年度から令和 15 年度までの間の投

資計画は図 6-4 のとおりです。この投資計画に基づいて財政シミュレー

ションを行います。 

 

図 6-4.計画期間内の投資計画 
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（２）  投資・財政計画（収支計画）のうち財源についての説明 

①  財源確保の目標 

  財源のバランスを考慮しつつ、重要度・優先度を踏まえ、投資計 

画の財源を確保できる次の水準を目標としました。  

目 標 

・ 経 常 収 支 の 水 準  
計 画 期 間 を 通 じ て ⿊ 字 を 維 持 す る 水 準 と し ま す 。  

・ 資 金 残 高 の 水 準  
計 画 期 間 を 通 じ て お お む ね 10 億 円 を 確 保 し ま す 。  

・ 企 業 債 の 発 行 水 準  
企 業 債 残 高 対 給 水 収 益 比 率 が 平 成 30 年 度 か ら 令 和 ４ 年 度
の 類 似 団 体 平 均 380.15%を 下 回 る 水 準 と し ま す 。  

②  水道事業における財源の考え方 

・投資計画の財源 を確保するための 財政シミュレーシ ョンでは、必要な    

料金改定率と企業債の割合について検証します。 

・独立採算の原則に基づき、損失が生じた場合は料金改定を実施すること    

で改善を図るものとします。 

・料金改定は、公益社団法人日本水道協会「水道料金算定要領」（平成 27

年 2 月）で、『料金算定期間は、おおむね将来の 3 年から 5 年を基準と

する』とされていることから、改定年度を含み、以後 5 年間は改定しな

いこととします。 

・資金残高は、将来の施設更新、新規事業及び自然災害などへの対応の財   

源として、また、自然災害や感染症の拡大により、一定期間料金収入が   

減少するなどの経営上の不確実な状況でもサービスを継続するための 

財源として、確保が必要となるものです。 

・令和３年度地方公営企業別決算状況によると、埼玉県内の水道事業体の

給水収益と資金残高の合計額はほぼ同額であるため、資金残高は給水収

益の１年分を確保するものとして設定します。 

・資金残高は現金預金を元に、資本的収支不足額に純利益、当年度損益勘  

定留保資金及び消費税資本的収支調整額を合算することにより算定し  

ます。 

・企業債の借り過ぎを回避するため、企業債残高対給水収益比率が類似団  

体の過去５年間の平均値を超えないようにします。 
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③  経営戦略期間における財源試算の設定 

 財政シミュレーションにおける主な財源の設定は以下のとおりです。 

収 益 的 収 入  

給 水 収 益  

令 和 3 年 度 の 供 給 単 価（ 190.16 円 /m3）に 、水 需 要 予 測 の 有 収 水 量
を 乗 じ て 算 出 し ま す 。  
令 和 ４ 年 度 は 、 町 ⺠ 生 活 支 援 と し て 基 本 料 金 の 免 除 を 行 っ て い る
た め 、 令 和 ３ 年 度 の 供 給 単 価 を 用 い る も の と し ま す 。  

一 般 会 計 補 助 金  見 込 み ま せ ん 。  

⻑ 期 前 受 金 戻 入  

既 往 分 の 予 定 額 に 、 新 規 に 取 得 す る 資 産 分 を 加 算 し ま す 。  
既 往 分 の ⻑ 期 前 受 金 戻 入 は 令 和 ４ 年 度 ま で に 取 得 し た 資 産 分 の 予
定 額 を 計 上 し ま す 。新 規 分 は 、基 準 年 度 以 降 に 取 得 予 定 の 資 産 の 財
源 と し て 見 込 む 補 助 金 な ど を 定 額 法 に 基 づ き 収 益 化 す る こ と で 算
出 し ま す 。算 出 に 使 用 す る 耐 用 年 数 は 、「 地 方 公 営 企 業 法 施 行 規 則  
別 表 第 二 号 」 に 基 づ き ま す 。  
他 会 計 負 担 金 、国 庫 補 助 金 、加 入 金 は 管 路 の 耐 用 年 数 40 年 で 戻 入
計 算 を し ま す 。  

 

資 本 的 収 入  

企 業 債  

料 金 据 置 の 検 討 で は 、建 設 改 良 費 に 対 す る 割 合 は 、過 去 ５ 年 間 平 均
の 32％ を 借 り 入 れ る も の と し ま す 。  
目 標 の 資 金 残 高 の 水 準 と 企 業 債 残 高 対 給 水 収 益 比 率 を 考 慮 し て 借
入 額 を 設 定 し ま す 。  

加 入 金  最 新 実 績 値 に 世 帯 数 の 増 減 率 を 乗 じ て 算 出 し ま す 。  

他 会 計 負 担 金  過 去 5 年 間 の 平 均 額 で あ る 370 万 円 /年 を 見 込 み ま す 。  

国 庫 補 助 金  
令 和 ６ 年 度 及 び 令 和 ７ 年 度 は 重 要 配 水 管 路 耐 震 化 事 業 に お い て 計
画 し て い る 金 額 を 見 込 み ま す 。  

 

（３）  投資・財政計画（収支計画）のうち投資以外の経費についての説明 

収 益 的 支 出  

人 件 費  
基 本 給 、手 当 、報 酬 、法 定 福 利 費 及 び 人 件 費 に 係 る 引 当 金 繰 入 額 と
し 、 最 新 の 職 員 数 を 基 に 賃 金 上 昇 率 を 考 慮 し て 算 出 し ま す 。  
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収 益 的 支 出  

受 水 費  

現 在 の 受 水 単 価 61.78 円 /m3 を 推 計 し た 年 間 受 水 量 に 乗 じ て 算 出
し ま す 。  
年 間 受 水 量 の 推 計 は 、 水 需 要 予 測 に て 推 計 し た 一 日 平 均 給 水 量 に
365 日 （ ま た は 366 日 ） を 乗 じ て 年 間 給 水 量 を 算 出 し ま す 。 平 成
30 年 度 〜 令 和 4 年 度 に お け る 町 の 平 均 受 水 比 率 83.4％ を 年 間 給 水
量 に 乗 じ て 年 間 受 水 量 と し て い ま す 。  

支 払 利 息  

企 業 債 利 息 を 見 込 み 、 令 和 5 年 度 予 定 額 に 、 新 規 借 入 分 の 利 息 を
加 算 し ま す 。  
既 往 分 の 企 業 債 利 息 は 令 和 4 年 度 ま で に 借 り 入 れ た 企 業 債 の 利 息
の 予 定 額 を 計 上 し ま す 。新 規 分 は 、基 準 年 度 以 降 に 借 り 入 れ る 企 業
債 に つ い て 、地 方 公 共 団 体 金 融 機 構（ 機 構 特 別 利 率 ）の 令 和 5 年 度
5 月 1 日 時 点 の 条 件 で 借 り 入 れ る こ と を 想 定 し 、企 業 債 利 息 を 算 出
し ま す 。  

・ 償 還 方 法  ： 元 利 均 等  
・ 償 還 期 間  ： 30 年 (う ち 据 置 期 間 5 年 ) 
・ 利 率  ： 1.15% 

減 価 償 却 費  

既 往 分 の 予 定 額 に 、 新 規 に 取 得 す る 資 産 分 を 加 算 し ま す 。  
既 往 分 の 減 価 償 却 費 は 令 和 ４ 年 度 ま で に 取 得 し た 資 産 分 の 予 定 額
を 計 上 し ま す 。新 規 分 は 、令 和 5 年 度 以 降 に 取 得 予 定 の 、資 産 の 取
得 価 格 を 定 額 法 に 基 づ き 償 却 し ま す 。 耐 用 年 数 は ⻑ 期 前 受 金 戻 入
と 同 様 と し ま す 。  

動 力 費 ・ 薬 品 費  
近 年 の 物 価 上 昇 を 考 慮 し 、 最 新 実 績 の 1m3 当 り の 単 価 に 、 将 来 の
年 間 配 水 量 予 測 値 を 乗 じ て 算 出 し ま す 。  

燃 料 費 ･光 熱 水 費  
近 年 の 物 価 上 昇 を 考 慮 し 、 最 新 実 績 値 を 基 に 物 価 上 昇 率 を 考 慮 し
て 算 出 し ま す 。  

通 信 運 搬 費  
実 績 の 推 移 を 考 慮 し 、 実 績 平 均 値 を 基 に 物 価 上 昇 率 を 考 慮 し て 算
出 し ま す 。  

修 繕 費  
実 績 の 推 移 を 考 慮 し 、 実 績 平 均 値 を 基 に 物 価 上 昇 率 を 考 慮 し て 算
出 し ま す 。  

路 面 復 旧 費  
実 績 の 推 移 を 考 慮 し 、 実 績 平 均 値 を 基 に 物 価 上 昇 率 を 考 慮 し て 算
出 し ま す 。  

負 担 金  実 績 の 推 移 を 考 慮 し 、 実 績 平 均 値 と し ま す 。  

そ の 他 費 用  
今 後 も 見 込 ま れ る こ と を 想 定 し 、 実 績 値 及 び 予 算 値 を 基 に 将 来 値
を 算 出 し ま す 。必 要 な 科 目 に 対 し て 上 昇 率 を 考 慮 し て 算 出 し ま す 。 
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物価上昇率と賃金上昇率の設定。 

物 価 上 昇 率  

総 務 省 統 計 局 『 2020 年 基 準  消 費 者 物 価 指 数  全 国 』 よ り 、 中 分
類 指 数 ・ 総 合 の 5 年 間 な い し 4 年 間 の 平 均 値 と し ま す 。  
・ 令 和 6 年 度 〜 令 和 15 年 度 (今 後 10 年 間 ) 

引 き 続 き 高 水 準 で 物 価 が 上 昇 す る も の と 予 測 し 、0.86％ の 上 昇
率 を 採 用 し ま す 。(令 和 15 年 度 に お い て 、令 和 5 年 度 を 基 準 と
し た 場 合 に 8.9％ の 上 昇 ) 

・ 令 和 16 年 度 以 降  
令 和 4 年 度 を 除 く 4 年 間 の 平 均 上 昇 率 0.28％ を 採 用 し ま す 。  

賃 金 上 昇 率  
人 事 院『 給 与 勧 告 の 仕 組 み と 本 年 の 勧 告 の ポ イ ン ト 』の 5 年 間 の
平 均 値 を 採 用 し ま す 。  

表 6-8.物価上昇率及び賃金上昇率  

年 度  
消 費 者 物 価 指 数  

人 事 院 勧 告 (%) 
令 和 ２ 年 基 準  前 年 度 比 (%) 

平 成 30 99.6 0.7 0.5 

令 和 元  100.1 0.5 0.4 

令 和 2 99.9 △ 0.2 △ 0.3 

令 和 3 100.0 0.1 △ 0.9 

令 和 4 103.2 3.2 0.8 
採 用 値  

（ 令 和 6〜 15）  - 0.86 0.10 
採 用 値  

（ 令 和 16〜 45）  - 0.28 0.10 
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（４）  財政シミュレーションについての説明 

①  料金据置の場合 

料金改定を行わず、投資計画に対する企業債割合を過去５年実績の平均

割合である 32％で一定とした場合、令和 12 年度には損益がマイナスに

転じます。また、資金残高は減少を継続する見込みで、企業債残高対給水

収益比率は令和 4 年度実績で 124.7%であったのが、246.1%まで上昇

する見込みです。 

損益がマイナスに転じる主な要因は、給水収益が減少するのに対し、施

設の更新による減 価償却費の増加と 物価上昇による各 費用の価格上昇が

挙げられます。 

 

図 6-5.料金据置の場合の収益的収支の推移 

 

図 6-6.料金据置の場合の資金残高及び企業債残高の推移等 
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②  財源を料金改定と企業債により確保する場合（最短改定間隔 5 年） 

損益の赤字の解消及び計画期間内の資金残高を確保する場合、令和 12

年度に 10％の改定が必要になります。資金残高は令和 15 年度時点で 9

億 6 千万円、企業債残高対給水収益比率は 176.3%となります。 

 

図 6-7.財源確保（ 最短改定間隔 5 年）の場合の収益的収支の推移 

 

図 6-8.財源確保（ 最短改定間隔 5 年）の場合の資金残高及び企業債残高の推移等 
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③  財源を料金改定と企業債により確保する場合（最短改定間隔 10 年） 

損益の赤字の解消及び計画期間内の資金残高を確保する場合、令和 12

年度に 14％の改定が必要になります。資金残高は令和 15 年度時点で 10

億円、企業債残高対給水収益比率は 160.1%となります。 

 
図 6-9.財源確保（ 最短改定間隔 10 年）の場合の収益的収支の推移 

 
図 6-10.財源確保（ 最短改定間隔 10 年）の場合の資金残高及び企業債残高の推移など 
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（５）  財政シミュレーション結果に対する結論 

構造物、設備及び管路を設定した更新基準年数を迎えたものから更新す

る場合、減価償却費の増加によって令和 12 年度には料金改定により収益

を増加させなければ純利益を確保することができません。 

また、企業債残高は計画期間の 10 年間では微増であるものの、その後

更新事業費が大幅に増加する見込みのため、資金確保のバランスと世代間

公平の観点から一定以上の借り入れを行うことが望ましいです。 

今回の経営戦略計画期間においては、人口減少速度の加速や大規模災害

の発生など急激な社会状況の変化に対応するため「② 財源を料金改定と

企業債により確保する場合（最短改定間隔 5 年）」を試算結果として採用

することとします。 

なお、料金改定は令和 12 年度としておりますが、改定率などは現段階

での将来見込み値から算定していますので、今後の決算の状況などを踏ま

え、再度将来見込みなどを行い、次期経営戦略で改定年度や改定率を検証

します。 
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８．投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組 

（１）  投資についての検討状況など 

広 域 化  
⻑ 期 的 な 視 点 か ら 更 な る 水 道 事 業 の 効 率 化 と 経 営 基 盤 の 強
化 を 図 る た め 、ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 活 か し た 水 道 事 業 の 広 域
化 に つ い て 、 県 や 関 係 事 業 体 と 連 携 し 、 検 討 し て い き ま す 。 

⺠ 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ
な ど の 活 用  

（ PFI・ DBO の 導 入 ）  

近 隣 団 体 や 同 規 模 事 業 体 の 動 向 に 注 視 し 、引 き 続 き 調 査 を 進
め て い き ま す 。ま た 、官 ⺠ 連 携 の 手 法 に つ い て 効 果 や メ リ ッ
ト ・ デ メ リ ッ ト な ど を 慎 重 に 調 査 し て い き ま す 。  

施 設 ･設 備 の ⻑ 寿 命 化 な
ど に よ る 投 資 の 平 準 化  

更 新 費 用 の 大 部 分 を 管 路 が 占 め て い る こ と か ら 、管 路 の 更 新
に つ い て 、更 新 計 画 な ど の 策 定 に よ り 投 資 額 の 平 準 化 を 検 討
し て い き ま す 。  

施 設 ･設 備 の 廃 止 ･統 合  
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）  

施 設 利 用 率 の 低 下 な ど 施 設 能 力 が 過 剰 な 状 況 と な る 場 合 に
は 、費 用 対 効 果 を 見 な が ら 、施 設・設 備 の 廃 止・統 合 を 検 討
し て い き ま す 。  

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化  
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）  

施 設 利 用 率 の 低 下 な ど 施 設 能 力 が 過 剰 な 状 況 と な る 場 合 に
は 、施 設 規 模 や 管 路 の 口 径・配 置 の 合 理 化 に つ い て 検 討 し て
い き ま す 。  

そ の 他 の 取 り 組 み  

環 境 に 配 慮 し た 事 業 運 営 の た め 、省 エ ネ ル ギ ー 対 策 に 積 極 的
に 取 り 組 み ま す 。  
ま た 、現 在 の 低 い 漏 水 率 を 維 持 す る た め に 、老 朽 管 の 更 新 や
漏 水 調 査 な ど 漏 水 防 止 対 策 を 継 続 し て 実 施 し ま す 。  

（２）  財源についての検討状況など 

給 水 収 益  

今 後 、人 口 推 移 の 予 測 、県 か ら の 受 水 単 価 の 変 更 な ど に よ り
損 益 の 見 通 し が 予 測 を 下 回 る 傾 向 が み ら れ る 場 合 に は 、
PDCA サ イ ク ル に 基 づ い て 適 切 に 経 営 戦 略 に つ い て 見 直 し
て い き ま す 。  

（３）  投資以外の経費についての検討状況など 

委 託 料  経 費 削 減 の 方 策 に つ い て 情 報 収 集 に 努 め ま す 。ま た 、効 率 的
な 運 営 を 図 る た め 、 官 ⺠ 連 携 の 導 入 を 検 討 し て い き ま す 。  

受 水 費  

『 埼 ⽟ 県 営 水 道 ⻑ 期 ビ ジ ョ ン 』に あ る と お り 、将 来 の 厳 し い
経 営 環 境 が 見 込 ま れ て い る こ と か ら 、今 後 受 水 費 の 値 上 げ が
行 わ れ る 可 能 性 が 高 い と 予 測 さ れ ま す 。常 に 情 報 収 集 を 行 い
備 え て い き ま す 。  

修 繕 費  施 設 の ⻑ 寿 命 化 な ど に よ る 事 業 費 の 平 準 化 に む け た 検 討 を
行 い ま す 。  

人 件 費  更 新 需 要 の 増 加 に 伴 う 業 務 量 の 増 大 や 災 害 時 対 応 が 可 能 な
組 織 体 制 に つ い て 、 担 当 課 と 協 議 し て い き ま す 。  
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９．投資・財政計画 （収益的収支） 
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９．投資・財政計画 （資本的収支） 

 

令
和

4
年
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令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年
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和
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年
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〕

〔
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〕
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計

画
値

計
画

値
計

画
値

計
画

値
計
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値
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画

値
計

画
値
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画

値
計
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10．経営比較分析表 

 

全体総括

14.79

①経常収支比率
　指標は１００％を上回り黒字を示している。委託
料の増加等により類似団体平均を下回っており、経
費削減により一層努めていく必要がある。
②累積欠損金比率
　欠損金は発生しておらず良好な状態にある。
③流動比率
　現金保有割合が高く、１００％を大幅に上回り平
均よりも高い水準にある。今後も継続して設備投資
を行うため、堅実な経営を行っていく必要がある。
④企業債残高対給水収益比率
　平成３０年度から経年管等布設替え事業のため企
業債を借入していることから、給水収益に対する比
率が高くなっている。
⑤料金回収率
　給水に係る費用が料金収入で賄えていることを表
した指標であり、１００％を下回っている。これは
新型コロナウイルス感染症対策事業として基本料金
減免を実施した影響によるものであり、直ちに収入
不足を招く状況にはない。
⑥給水原価
　委託料等の費用の増加、有収水量の減少等により
前年度より高い数字となっている。県の類似団体平
均と比較しても高い水準であり、業務改善・経費節
減に努める必要がある。
⑦施設利用率
　施設の稼働状況は、類似団体平均と比較して高い
水準で安定的に推移している。また点検作業時や非
常時に稼働する予備設備も確保されており良好な状
態にある。
⑧有収率
　有収率は高い水準で推移している。今後も漏水調
査や配水管布設替を行い、高い水準を目指す方策を
継続していく。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　類似団体と比較して若干低い数値となっている。
施設の長寿命化や更新時期について検討を行い、有
効活用を図る必要がある。
②管路経年化率
　配水管の布設替事業を行っているが、多くの法定
耐用年数を迎える管路が発生したため数値が上昇し
た。引き続き管路の耐震化及び更新を適切に進めて
いく必要がある。
③管路更新率
　配水管の布設替事業を実施していることから、平
均と比べ高い数値になっている。今後も事業を継続
して実施していく。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km 2) 給水人口密度(人/km 2) － 類似団体平均値（平均値）

　令和４年度の事業は、利益を計上し予定した施設
整備事業については順調に実施することができた。
　課題としては、今後も料金収入の大幅な増加は見
込めないため、老朽・経年化した施設・管路の更新
事業における財源の確保がより一層求められる。今
年度も引き続き企業債借入を行い財源の一部として
おり、今後も計画的な借入を予定しているが、同時
に経費の節減を図り、効率的な事業運営を推進して
いくことが重要である。

3,045.03 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 87.84 99.80 2,970 45,036

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

45,221 14.79 3,057.54 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　伊奈町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.57 1.81 1.67 1.30 1.35

平均値 0.58 0.54 0.57 0.52 0.48

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 111.74 111.48 95.94 110.70 106.66

平均値 110.66 109.01 108.83 109.23 108.04

38.00

40.00

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 42.91 43.31 43.20 44.09 44.81

平均値 47.66 48.17 48.83 49.96 50.82

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 15.78 14.31 17.54 17.91 21.09

平均値 15.10 17.12 18.18 19.32 21.16

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 2.74 3.70 4.34 4.69 4.72

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 865.96 899.34 797.58 828.36 808.94

平均値 366.03 365.18 327.77 338.02 345.94

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 64.11 83.40 116.73 109.86 124.73

平均値 370.12 371.65 397.10 379.91 386.61

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 110.22 109.28 91.93 107.74 97.64

平均値 100.42 98.77 95.79 98.30 93.82

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 174.37 175.96 174.79 176.50 187.80

平均値 171.67 173.67 171.13 173.70 178.94

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 74.61 71.90 74.92 75.20 74.51

平均値 59.74 59.67 60.12 60.34 59.54

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 93.83 97.01 95.96 95.02 93.52

平均値 84.80 84.60 84.24 84.19 83.93

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】
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１．業務指標の活用 

ビジョンで掲げた施策と実現方策を着実に実施し、理想像の達成を実現

するために、日本水道協会の定めた業務指標(PI)を用いた定量的な評価・

分析を毎年度実施します。 

２.計画の見直し 

社会情勢の変化、水源水質の変化、水需要の変化など想定の難しい状況

の変化に対応することを考慮し、令和 6 年度ビジョンは 5 年後の令和 10

度に再度検証を行い、計画に差異が生じたときには見直しを行います。 

PDCA サイクルの活用により、事業の好循環化を図ります。 

 

PDCA サイクルのイメージ 

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Act
改善
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【あ】行  

アセットマネジメント手法 

水道事業におけるアセットマネジメントとは、将来にわたり水道事業

の運営を安定的に継続するための、水道施設の改築や更新、維持管理や

運営といった資産管理を、効率的かつ効果的に行うことをいいます。ア

セットマネジメント手法は、以下の４つの要素で構成されます。 

①  必要情報の整備 

水道事業のすべての施設に関する情報の整理を行い、データベ

ース化します。 

②  ミクロマネジメントの実践 

水道施設の運転管理や点検調査のことをいいます。点検データ

を蓄積し、水道施設の健全度の状態、故障、事故の傾向などを把

握するための基礎データとします。 

③  マクロマネジメントの実践 

更新時期や再投資価格の設定を行う更新需要の検討や、資金シ

ョートをさせないように財源確保の簡易シミュレーションを行う

財政収支の検討をします。 

④  更新需要・財政収支見通しの活用 

水道事業ビジョンや水道利用者への広報、経営基盤の強化に向

けての課題抽出などに活用します。 

一日最大給水量 

年度中の一日あたり給水量のうち、最大となった日の給水量をいいま

す。 

一日平均給水量 

年度 中 の総 給 水量 をそ の 年の 日 数で 割っ て 算出 し た給 水量 を いい ま

す。 

一般会計 

福祉・教育・土木・衛生などの町の基本的な施策を行うための会計の

ことをいいます。主な歳入は、町税、地方交付税、国庫支出金などがあ

ります。 
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応急給水 

地震 や 風水 害 など によ り ご家 庭 や事 業所 な どで 水 道に よる 給 水が 行

えなくなったときに、給水車や仮設給水栓を使用して、一時的に給水す

ることをいいます。 

 

【か行】 

基幹管路 

水道事業によって重要と位置付けた管路をいいます。町水道事業では

「導水管」及び「送水管」と定義しています。 

企業債 

建設、改良費などに要する資金に充てるために起こす地方債（国など

からの長期借入金）です。 

企業債残高対給水収益比率 

給水収益に対する企業債残高に割合で、企業債残高の規模を表す指標

です。 

給水区域 

水道事業が厚生労働大臣などの認可を受け、給水を行うこととした区

域をいいます。水道事業は、この区域内において原則として給水義務を

負います。 

給水収益 

お客様にお支払いいただく水道料金による収益です。 

給水人口 

給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口をいいます。

給水区域外からの通勤者、通学者などは含まれません。 
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急速ろ過機 

深井戸から汲み上げた水に圧力をかけ、高速でろ材を通過させ、原水

中に 含ま れる マ ン ガン や鉄 など の 不 純物 を除 去す る た めの 設備 をい い

ます。 

供給単価 

水道水 1m3 を供給していくらの収入を得ているかを示しています。

給水収益÷年間有収水量で算出されます。 

 

業務指標（PI） 

公益 社 団法 人 日本 水道 協 会が 定 めた 水道 サ ービ ス の水 準向 上 のた め

の規格の一種で、「水道事業ガイドライン（JWWA Q 100:2016）」に

基づき水道事業が行っている多方面に渡る業務を定量化し、定義された

算定式により評価するものをいいます。 

緊急遮断弁 

地震 に よっ て 配水 管が 破 断し て 多量 の漏 水 が発 生 する よう な 事態 に

備えて、大きな地震などを感知すると自動的に配水池出口の弁を閉め、

配水池の中に浄水を確保するための設備です。 

経営戦略 

総務省が地方公営企業に対し、将来にわたって安定的に事業を継続し

ていくために策定を推進している、中長期的な経営の基本計画のことで、

本紙を指します。計画期間は 10 年以上を基本とし、３～5 年に一度見

直しなどを行うものとしています。 

減価償却費 

構造物や設備など長期にわたり利用する固定資産を取得した場合に、

全ての支払額をその年度の費用とするのではなく、資産ごとに定められ

た法定耐用年数で費用を振り分ける会計上の処理を減価償却といい、そ

の処理によって計上された費用のことを減価償却費といいます。 
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健全度 

資産の健全度はアセットマネジメント手法により、以下の 3 つの区分

で示されます。 

表 巻末-1.健全度の指標一覧 

広域化 

給水サービスの質の向上や、安定したライフライン構築のために財政

及び技術基盤の強化を目的として、複数の水道事業などが事業を統合す

ることをいいます。また、その目的のために、複数事業の管理を一体的

に行うことを指す場合もあります。 

国庫補助金 

国が定める施策に関連する事業を行う際に、国から事業体に交付され

る補助金のことをいいます。 

 

【さ行】 

再生可能エネルギー 

太陽光や風力、地熱などの永続的に利用できるエネルギーのことをい

います。 

埼玉県企業局 

工業用水道事業、水道用水供給事業、地域整備事業の３事業を行って

いる埼玉県の組織で、水道用水供給事業(埼玉県営水道)は浄水処理した

水(県水)を各市町に送っています。 

 

 

名称 意味 

健全資産 経過年数が法定耐用年数以内の資産額 

経年化資産 経過年数が法定耐用年数の 1～1.5 倍の範囲にある資産額 

老朽化資産 経過年数が法定耐用年数の 1.5 倍を超過した資産額 
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指定給水装置工事事業者 

町の 水 道事 業 が給 水装 置 工事 を 適正 に施 工 する こ とが でき る と認 定

した工事事業者をいいます。指定を受けていない工事事業者による施工

は認められていません。 

自動水質監視装置 

配水管の末端地域に設置している、水質を自動で常時監視する装置で

す。色度、濁度、残留塩素、pH、電気伝導率、水温、水圧の 7 項目を

監視しています。 

資本的収入及び支出 

効果が将来に及ぶ費用とそれに対応する収入のことをいい、以下のよ

うなものがあります。 

表 巻末-2.資本的収入及び支出 

収益的収入及び支出 

その年度の営業活動に伴う収入とそれに対応する費用のことをいい、

以下のようなものがあります。 

表 巻末-3.収益的収入及び支出 

名称 意味 

資本的

収入 

企業債 
水道事業が施設の築造や管路布設などの資産取得に充てるため

の財源として、国などから借りる資金。 

他会計負担金 
他企業などの依頼による工事に係る負担金。町の水道事業におい

ては、消火栓の設置工事などが該当。 

加入金 
新たに水道を利用するための水道工事を行うときに、申請者から徴

収する料金。 

資本的

支出 

建設改良費 主に水道の構造物や設備、管路の整備や改良に用いる費用。 

企業債償還金 企業債に係る元金の償還金。 

資本的収支不足額 資本的支出から資本的収入を差し引いた際に不足する額。 

消費税資本的収支 

調整額 

資本的支出に係る消費税及び地方消費税から、資本的収入に係

る消費税及び地方消費税を差し引いた金額。 

名称 意味 

収益的

収入 

営業収益 主として給水収益。 

営業外収益 他会計補助金、国庫補助金など。 

特別利益 経常的でない利益。 

収益的

支出 

営業費用 浄水費、受水費(県水)、人件費、委託費、減価償却費など。 

営業外費用 主として企業債利息。 

特別損失 経常的でない損失。 

純利益 
消費税及び地方消費税を除いた、収益的収入から収益的支出を

差し引いた額。 
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収支比率 

水道事業の収益性を示す指標です。以下のようなものがあります。 

表 巻末-4.収支比率 

重要給水施設配水管路 

町の地域防災計画などで定める災害時に拠点となる病院や避難所（学

校など）のうち、水道事業が防災上の重要度を考慮して優先的に給水を

確保するべき場所として設定した施設を重要給水施設といい、重要給水

施設配水管路は、そこまでの配水管路のことをいいます。 

重要配水管路 

町 の 配 水 管 路 の う ち 、 町 が 独 自 に 設 定 し た 口 径 400mm と 口 径

600mm の配水管のことをいいます。 

循環型社会 

限りある資源を効率的に利用し、また再生産することで環境への負荷

を減らす社会のことをいいます。 

水質基準 

厚生労働省が、水道法第４条の規定に基づき、「水質基準に関する省

令」で規定した 51 項目の基準をいいます。（令和 6 年 3 月現在） 

 

 

 

 

名称 意味 

営業収支比率 営業収益の営業費用に対する割合。 

経常収支比率 経常収益の経常費用に対する割合。 

総収支比率 総収益の総費用に対する割合。 
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水道事業 

水道法で定義されている水道の種類のうちの一つです。以下のような

種類に分別されます。 

表 巻末-5.水道の種類 

 

 

図 巻末-1.水道の種類(イメージ) 

水道事業ビジョン 

水道事業が、50 年 100 年先の将来を見据え、水道の理想像を明示す

るとともに、取り組みの目指すべき方向性やその実現方策などを明示す

るもので、本紙を指します。 
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水道施設台帳 

水道施設の位置、構造、設置時期などといった施設管理上の基礎的事

項を記載したものをいいます。計画的な施設の更新にあたり、不可欠な

ものであるとともに、災害などの非常時における対応や水道事業などの

間での連携を行う場合に必要となる情報となります。 

埼玉県水道整備基本構想 ～埼玉県水道ビジョン～ 

埼玉県が令和 5 年 3 月に改定した、水道の計画的な整備や技術的・

財政的基盤の強化や、広域的な水道整備計画及び県内水道のあり方に関

する方向性を明らかにすることを目的にされた計画です。内容について

は、埼玉県ホームページで公開されています。 

接触池 

次亜塩素酸ナトリウムを注入し、塩素撹拌処理を行う施設のことをい

います。 

損益勘定留保資金 

収益的支出のうち、減価償却費や資産減耗費など、現金の支出がない

名目 上の 支出 の 合 計か ら長 期前 受 金 戻入 額の 現金 の 収 入が ない 名目 上

の収入を差し引いたもので、町の水道事業に現金として留まる資金のこ

とをいいます。 

 

【た行】 

地下水 

地表より下に存在する水をいいます。地中を浸透する過程でろ過され

るため、水質が比較的良好という特徴があります。 

長期前受金戻入 

水道事業の減価償却費のうち、取得時における国庫補助金などの相当

額を収益化する会計処理のことです。 

着水井 

浄水場へ流入する原水の流入量の測定や調整を行うための施設です。 
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DBO(デザイン・ビルド・オペレート) 

公共事業が資金を調達し、設計・建設・運営及び維持管理などを一つ

の民間企業に対し包括的に委託する事業方式です。 

トリハロメタン 

フミン質などの有機物質が塩素と化学反応を起こすことで発生する、

消毒副生成物質です。トリハロメタンの一種、クロロホルムとブロモジ

クロロメタンは世界保健機関(WHO)より、発がん性の恐れがある化学物

質として認定されています。 

 

【は行】 

配水池 

浄水 処 理し た 水を 配水 す る前 に 一時 的に 貯 めて お く施 設の こ とを い

います。浄水量は一定量であるのに対し、配水量は時間によって増減す

るため、浄水を貯めることで需要のピークに対応することができます。 

PFI(プライベート・ファイナンス・イニシアティブ) 

民間企業が自ら資金を調達し、設計・建設・運営及び維持管理を行う

事業方式です。施設の所有権は民間企業が持つ場合と、一定期間を経て

公共事業に移転する場合があります。 

PDCA サイクル 

Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Act（改善）を繰り返す

事によって事業を改善する、経営管理手法のことをいいます。 

ピットレス構造 

取水井の構造のひとつで、ピット(設備を収納する地下構造物)を無く

すことで必要な土地面積を小さくすることや、外部からの浸入水を防ぐ

ことを目的に採用される構造をいいます。 

表流水 

地表を流れている河川の水をいいます。 
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深井戸 

地層によって圧力がかかっている地下水を取水する井戸をいいます。 

法定耐用年数 

地方 公 営企 業 法施 行規 則 によ り 定め られ た 固定 資 産の 減価 償 却期 間

のことをいいます。固定資産が使用不可能になるまでの期間と必ずしも

一致はしません。 

 

【ま行】 

マンガン 

自然界に存在する金属の一種です。鉄と同様に、水道においては地質

由来の成分として井戸から汲み上げた水に含まれていることがあり、水

質基準において濃度の基準値が定められています。酸化されたマンガン

が水中に多く含まれていると水を黒く着色することがあります。 

水安全計画 

安全な水の供給を行うため、水源から給水栓までに至る水質に関する

リスクを抽出し、危害への対処や監視方法を取りまとめた計画のことを

いいます。食品製造分野で確立されている HACCP（Hazard Analysis 

and Critical Control Point）の考え方を導入したものです。内容につ

いては、町のホームページで公開されています。 

民間委託 

公共事業の一部サービスを民間企業に委託することで、事務処理の効

率化を目的に、民間企業の資金や能力を活用することをいいます。 

 

【や行】 

有収水量 

配水された水量のうち、給水収益を伴う水量のことをいいます。 
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